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読者 の みな さま へ 
こん な 動物 か 登場 し ます 動物 を 機械 的 


に 五 十 音 順に 並べ た も の で は あり ませ ん 。 系 
統 だ っ た 分 類 に 従っ て ,. われ われ の 親しみ や 
すい サル 類 か ら 始 め , 次 の 順序 と 同数 で お 届 
けし て いま す 。 概説 ( 2 )、 貴 乳 類 (62), 鳥類 
(64)、 則 虫 両生類 ( 16), 魚類 (16), 団体 動 
物 ・ 昆 虫 類 ・ 甲 殻 類 ・ 腔 腸 動物 な どの 無 脊 椎 
動物 (32)。《 く 1 64 号 の 内 容 は 表 3 参照 
総 目 次 と 総 案 引か が つき ます 見 て , 読ん 
で , 楽し むむ “百科” と し て だ け で は な く , 引 
いて 調べ る “事典” と し て の 機能 を 完全 に す 
る た め , 16 冊 ご と に その 総 目 次 を つけ , また 
最終 192 号 に は 詳細 な 総 索 引 を つけ ます 。 こ 
の 両者 に よっ て , 動物 界 の 構成 が ひと 目 で 理 
解 で き , 調べ た い 動 物 が すぐ 引き だ せま す 。 
『 私 た ちの 仲間 」 の ベ ページ アー ペー ジ 
を より 理解 し や すい も の に する た め , 日 本 の 

- 線 動物 学者 の 執筆 に よる 解説 や 注 が あり 
ます 。 また 動物 週刊 誌 " と し て , 動物 界 の 
ニュ ー ス や 話題 . 楽し い 読物 , 実用 記事 な ど 
を 掲載 し て いま す 。 

ファ イル て 保存 し て くだ さい 全 192 冊 
を , 発行 順に 16 民 ずつ , 美しい ファ イル ( 販 
売 中 ・ 定 価 600 円 ) に . と じ こ ん で くだ さい 。 
堅 生 で 豪華 な , 全 12 巻 の “動物 百科 事典 "が 
そろ いま す 。 途中 か ら 購 読 さ れ た か た は , ぜ 
ひ 第 1 号 か ら お そろ え く だ さい 。 バック ナン 
バー の お 求め は , この ペー ジ 右 欄 『 本 誌 の 購 
読 に つい て 』 を ご らん くだ さい 。 
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凡 例 

本 文中 〔 〕 を 使っ た も の は , 日 本 版 の た め に 付 
加 し た 説明 で ある 。 
口 く わし い 注 釈 が 必要 な も の に は , その 語 の あと に 


〔 注 1 〕 と 番号 を 入れ ,『 私 た ちの 仲 問 」 第 27 ペ ー 
ジ に , 同 番号 で 記載 し た 。 

動物 の 種 名 は , 原則 と し て 和 名 (一 般 に 通用 し て 
いる 外来 語 を 含む ), 学名 (イタ リッ ク ) の 順 で 表 
記し た 。 

和 名 の 多い も の に つい て は , 併記 し た も の も ある 
が , 専門 家 と 相談 の うえ 編集 部 で 決定 し た 。 

和 名 の な いも の は , 英名 また は 仏 名 を カナ 書き で 
入れ , 原語 (ロー マン ) を 付記 し た 。 

口 人 名 , 地名 は , 本 人 また は , 現地 読み を 原則 と し 
た が , 慣用 の 固定 し て いる も の は それ に 従っ た 。 
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ラー ペー ジ 
食肉 目 裂 脚 亜 目 
イヌ 科 ( つ づき ) 

野生 大 

デイ シゴ , パリ ア 天 
アフ リカ 固有 の 野生 大 
オト キオ ン , リカ オン 

アジ ア 固 有 の 野生 大 

ドー ル , タヌキ 

アメ リカ 固有 の 野生 大 

多 デ オオ カミ カニ タイ イヌ , ナッ ペ 
イキ ギ ツネ , ハイ イロ ギツネ 


〇 1971 ASAHI SHIMBUN, Tokyo, pour la langue jaPonalse・ 
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畑 正憲 2 
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人 半 馬 の “射手 "と ナイ ル 川 を 泳い た “やき” 
夜空 の 動物 た ち 1 水野 良平 





は し め て イヌ を 飼う 人 に 


打 川 博 語 
ペッ ト 相 談 室 (特集 ) 司 


本 誌 の 購読 に つい て 
本 誌 は , 全国 の 書店 , 朝日 新聞 販売 店 で 取り 扱っ 
て お り ま す 。 
毎週 定期 的 に , 配達 を ご 希望 され る か た は , お 近 
く の, 取扱 店 に お 申込 み 下 さい 。 
な お , 本 社 直 接 購入 の ご 希望 は , 下記 あて お 申込 
み を 願い ます 。 送料 は , 1 部 に つき 30 円 で す 。 
朝日 新聞 東京 本 社 出版 業務 部 
東京 都 千 代田 区 有楽 町 2 一 3 〒100 TEL 03 一 212 一 0131 
朝日 新聞 大 阪本 社 出版 業務 部 
大 阪 市 北 区 中 之 島 3 一 3 〒530 TEL 06 一 231 一 0131 
朝日 新聞 西部 本 社 販売 部 出版 業務 課 
北九州 市 小倉 区 砂津 1 一 12 一 1 〒802 TEL 093 一 53 一 1131 
朝日 新聞 名 古屋 本 社 販売 部 出版 業務 係 
名 古屋 市 中 区 栄 1ー3 一 3 〒460 TELO52 一 231 一 8131 
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平原 の 放浪 者 ” リカ オン 《 上 》 HH グ ト ドール 
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大 国 ニ ッ ボ ン の お イヌ さま 


O さ ん の 家 は , こじ ん まり し た 2 階 建 
だ 。 東 京 ・ 渋 谷 の 住宅 街 。 一 見 、 な ん の 
変 持 も な い が ,、 よく みる と , 玄関 と 勝手 
口 以外 の 窓 と いう 窓 に , 目 の 荒 い 金網 が 
張っ て ある 。 

去年 の クリ スマ ス 、, 市 価 8 万 円 は する 
と いう 生後 50 日 の ベル シャ ネコ を , 4 万 
円 で 知人 か ら わ け て も ら っ た 。 子ども の 
いな い O 夫 人 は , わが 子 み た い に か わい 
が っ た 。 

ネコ の 品評 会 に 出し た ら 「 ベ スト ・ ロ 
ング へ アー・ キ ッ ト ン 賞 」 と か を 獲得 
血統 が ご 自慢 な の で ある 。 と ころ が , 娘 
盛り に 成長 する と , 近所 の 雄 ネ コ ど も が 
や っ て くる 。 雑種 の 若者 と 恋愛 な ど さ れ 
て は , 元 も 子 も な い 。 そ こ で 一 家 を あげ 
て , 金網 暮らし と な っ た の で ある 。 

人 間 の 世界 で は , 箱入り 娘 な ん て も う 
は や ら な い 。“ 深 窓 の 令嬢 と は 、 イヌ 
や ネコ に つい て の み , 通用 する こと ば に 
な っ た 。 

「 こ の 握 は 騰 臓 が 弱っ て ます 。 注 射 し て 
お きま し ょ う 」 と 診断 する 獣医 さん 
「 こ の ヒト っ た ら 、 き か ん 坊 で 芸 の ほう 
は か らき し だ め な の 」 と マル チー ズ に は 
お ずり する 奥さん 。 

愛玩 動物 は ヘタ な 人 間 よ り も , まとも 
に 人 間 扱 いさ れ て いる よう な の で ある 
考え て みれ ば , 人 間 ほ ど 信 用 な ら な い 動 
物 は な い 。 だ ます 。 異 切る 。 わ な に か け 
る 。 は て は 他人 の 命 す ら 値 う 。 そ こ へ い 
く と , イヌ や ネコ は 誠実 で ある 。 


イヌ ,、 ネコ の 墓 に 人 間 が は いる 


「 こ の 忠実 な 友 と , 永遠 に 別れ た く な 
い 。 わ た し が 死ん だ ら 、 同じ お 墓 に 葬っ 
て は しい 」 

と , 希望 する 人 間 が 現われ た と し て 
る, 不思議 で は な い の か も しれ な い 。 
の 要望 に 応ずる た め , 東京 ・ 府 中 市 に あ 
る 多磨 犬 猫 霊園 で は 、 風 変り な 建物 を 建 
築 中 で ある 。 

ほ ば 球形 で 、 地下 1 階 、 内 部 は 2 階 の 
鉄筋 コン クリ ー ト 。 こ こ へ 100 基 の 仏壇 


う 


を 納め 畜生 と 人 間 を 合祀 する 。 

「 お そら く , 世界 で も は じ め て の 試み で 
朋 は う :」 

と ,、 永田 剤 雄 園長 は 鼻 を う ご め か す の 
だ 。 





ご 兄弟 の 仲 が 加 く 、 遺産 を めぐ っ て せ 
め ぎ あっ て いる …… こう いう か た が 希望 
な さい ます ね 。 と ころ が 、 一 般 の お 寺 で 
は 動物 の お 骨 を 埋葬 する こと は いや が る 
ん で す 。 他 の 壇 家 か ら ク レー ム が つく 。 
か り に な いし ょ で 埋葬 し て も ら っ て も , 
2,3 代 あと の 子 係 が 、 愛犬 の お 骨 を 出し 
て し まう 心配 も ある 。 こ れ で は 洲 か ば れ 
な いと 、 当 園 へ ご 相談 に みえ る ん で す 

この 「 御 霊 典 」 へ は いる に は 、 キビ シ 
イ 資格 審 査 に バス し な けれ ば な ら な い 
原則 と し て 、 者 命 の 短い イス や ネコ が 先 
に は いる 。 あ と か ら ^ バ 入居 * で きる の 
は , 飼い 主 か 生前 の 動物 を か わい が っ た 
家族 に 限ら れる 。 た と え 、 飼い 主 の 家族 
で あっ て も , 動物 か らき ら わ れ て いた 人 
は , は いる こと が で き な い の で ある 

- 昨 年 の 秋 に 音 工 し た 「 御霊 帆 」 は 
来年 の 春 完 成 の 予定 で ある 。 同 園 に は 益 
用 な 人 が いて , 設計 か ら 工 事 ま で , 専門 
家 を わ ず ら わ さ ず , 手づくり で や っ て の 
ける の だ そう だ 。 
業者 に 頼ん だ ら , 3000 万 円 は か か る で 
の 

人 間 と 動物 が 、 来 世 を と も に する 日 が 
近い こと を 楽し み に し て いる 永田 園長 
は , 早 大 英文 科 の 出身 、 ア イデ アマ ン な 
の で ある 

4000 坪 の 静 疲 な 多磨 犬 猫 霊園 に は 、 り 
っ ぱな お 幕 が ずら り 。 高 速 道路 の 地響き 
に ゆす られ て いる , 都会 の 人 間 墓 地 よ り 
は , よほど 永眠 に 適し て いる 。 

個別 英 地 の 使用 料 は 、 契約 時 に 15 万 円 
近く か か る 。 それだけ に 、, 有名 人 の 利用 
が 多い 。 同 園 の バ パンフレット に は , 高松 
宮 か ら 始 まっ て , ハナ 貢 , 尾上 松 緑 , 吉 
永 小 百合 、 高倉 健 、 江利 チェ ミ 、 押 島 茂 
雄 、 岸 信介 , 井上 靖 と いっ た 名 まえ が い 
っ ぱい 載せ て ある 。 

か つて , 革 党 人 政治 家 が 愛し た 「 バ ン 
号 」 や 「 ボ ク 号 」 が 眠る , りっぱ な お 募 
も ある の で ある 。 

永田 園長 は 庶民 の た め に , 合同 納骨 堂 
も つく っ た 。 ネ コ だ と 3000 円 か ら 、 イヌ 
だ と スピ ッ ツ の よう な 小型 種 の 5000 円 か 
ら 、 合 同 火 葬 し て 共同 地 に 納骨 し て く 
れる 。 愛犬 の 火葬 に も 立ち 会 いた いと い 
う 「 お 立ち 会 い 」 だ と , 1 万 5000 円 か ら 
と いう こと に な る 。 お 骨 は 園内 の ロッ カ 
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ル の レー ンコ ー ト 1200 円 。 柄 が 上 に つき , 下 に 首輪 の ある 傘 が 2000 円 。 だ が マル チー 
ズ の ノラ ちゃ ん は , 迷惑 顔 で 1 歩も 歩 こ うと し な か っ た 。 (上 ) 
文生 理 期 や お 産後 の 雌 イ ヌ は 、 室 内 を よ ご す の て で 生理 帯 (900 円 ) を つけ られ る ( 下 
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私 た ちの 仲間 





イヌ や ネコ の 完全 食 一 一 ペ 
ッ ト ・ フ ー ド が いっ ぱい 

「 夜 お そく 帰り まし て ね 
カン ヅ メ を あけ 、 1 人 で 一 
杯 や っ た ん で す 。 な ん と そ 
れ が 、 輸入 も の の ドッ グ ・ 
フー ド 。 別 に 異常 は あり ま 
せん で し た 

以来 、 こ の ご 主人 は 奥さん 
の 愛犬 に 親愛 感 を いだく よ 
うに な っ た と か 

イヌ 用 の チー ズ 、 離乳 食 も 
ある 





ぎ 4 3 5 し 
こ 色 、 生還 ー St ッ 
ET 東京 渋谷 の カレ ッ ジ ・ オ ブ ・ ド ッ グ ・ グ ルー ミン グ で は 、 現 在 300 人 の 娘 さ ん が イ 
まる ヌ の 美容 術 を 勉強 し て いる . 毎日 、 教 材 用 に 一 般 の 飼い 主 か ら 40 頭 を 集め る が 、 


この 場合 トリ ミン グ 代 は 無料 で ある 。 片道 200 円 で 、 送り 迎え も し て くれ る 
「 お 申込 み は 東 京 461-3884 へ どう ぞ と PR も ちゃ っ か り . 


KS 8 月 29 日 、 大 津 市 で 開か れ た 今秋 最初 の JKC (ジャ パン ・ ケ ン ネ ル ・ 
ド My ヨ Pe 攻 クラ ブ ) の ドッ グ シ ョ ー. 水銀 燈 の 明り を た より に 、 総 理大 臣 賞 を め ざ 
し て 最終 審査 。 1 日 が か り で , イヌ も ヒト も ぐっ た り 
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ー 式 納骨 堂 や 、 団 地 タ イプ の 納骨 堂 に 納 
め る 人 が 多い 

大 正 10 年 の 開園 で .、 これ まで に 数 十 万 
体 の 動物 が 眠っ て いる 。 和 観音 款 と いう 独 
特 の 宗派 な の で , 飼い 主 が どん な 宗派 で 
あっ て も 抵触 し な い の だ そう だ 。 

正月 の 三箇 日 が 休園 日 。1 日 平均 10 数 
件 の お 葬式 が ある 。 1 件 当たり 1 万 円 と 
し て も , ちょ っ と し た 年 収 に な る 。 住職 
は 永田 園長 の 奥さん が つと め て いる し , 
園内 の 建物 は すべ て 手づくり 。 ドル ・ シ 
ョ ッ ク と は 無 緑 の , 優雅 な * 商 売 ” の よ 
う で ある 

この 日 「 お 立ち 会 い 」 に きた ひと り 
は 、 東京 ・ 練 馬 区 に 住む 53 歳 の 主婦 。12 
歳 に な る 愛犬 マギ ー (アメ リカ ンコ ッ カ 
ー ス パニ エル の 雌 ) が , 自動 車 に ひか れ 
て 死ん だ の だ 。 

「 散歩 に いっ て お いで と 、 雨 の 夜 ひ と り 
で 外 へ 出し た の が アダ に な り ま し た 。 老 
犬 だ っ た か ら , お 医者 通い も た い へ ん で 
し た 。 ふ だ ん で も 少な い 月 で 3000 円 、 ち 
ょ っ と 病気 が 続く と 1 万 円 の 払い に な り 
まし た 

と いう こと で ある 。 犬 獲 霊 園 の 次 は , 
ベッ ト ・ ブ ー ム で ウケ に いる 動物 病院 を 
探訪 し よう 


ゴー ジャ ス で 多忙 な 動物 病院 


東京 ・ 渋 谷 の 大 通り に 面 し た D 動 物 病 
院 。4 階 建 ビ ん の 1 階 で 、 表 に 花 の 植 込 
み が あ り ,、 ドア も し ゃ れ た フラ ンス 風 
だ 。 大 き な ガ ラス 越し に シャ ン デ リア が 
克 い て いる 。 看板 を 取り 替え た ら ,、 その 
まま スナ ッ ク か 喫茶 店 に な る ふん い 気 で 
ある 。 

「 え え 、 こ の 室内 装飾 は 、 バー 専門 の 人 
に 頼み まし た 。 開業 は 昭和 44 年 の 夏 。 ビ 
ル の 権利 金 が 200 万 円 、 そ の ほか 手術 台 
や 人 工 保育 器 な どの 設備 、 内 半 の 維 用 も 
ふく め て 、 開業 資金 に 600 万 円 以上 か か 
り ま た 

と いう 斎藤 正興 院長 は , 28 歳 の 青年 獣 
医師 で ある 。 

ここ の 営業 内 容 一 一 
@ 小動物 診療 ・ 手 術 ・ 入 院 ・ 往 診 
@ 動 物 ホ テル 
@ 美 容 ト リ ミ ン グ ・ シ ャ ンプ ブー 
@ 大 具 ・ 獲 具 ・ ベ ペッ ト フ ー ド 
@ 動 物 写真 援 影 
交配 ・ 繁 殖 ・ 訓 練 
@ その他 ベッ ト に 関す る ご 相談 

ーー つま り , 多角 経営 な の で ある 。 

「 セ ン セ 。 こ の 坊や た いせ つ な と ころ が 
お か し く な っ ちゃ っ た の 」 N 

秋 の 午後 近く に 住む ^ 夜 の 蝶 * と お 
ぼ し き 美 人 が 、 小型 大 を 連れ て く 
どれ どれ 

先生 が ヨー クシ ャ ー テ リア を 診察 台 の 
上 に の せる 。 陰 但 (いん の う ) が た だ れ 
て カサ ブタ が つい て いる 





「 ど うし て こん な に な る の ?」 
「 不潔 だ っ た か ら じ ゃ な いか な 」 
「 あ ら , ボク は 不潔 じゃ な いわ ね 」 

と , 美人 は 不服 そう で ある 。 薬 を 塗っ 
て も ら っ て , ハイ 900 円 。 

あな た 。 な お る まで 彼女 と デー ト で き 
な いわ よ 」 

小さ な 思 者 は , 飼い 主 の 冷た い 宣 告 を 
受け な が ら 引 き あ げ て いっ た 。 

午後 1 時 : 飼い 主 が 旅行 中 な の で 、 1 
泊 2 食 つき 700 円 の ホテ ル 住 い を し て い 
る プー ドル の , シャ ンプ ブー と トリ ミン ゲ 
( 散 迷 ) が 終わ る 。 そ の あと , 耳 の な か 
の 余分 な モモ を むし っ て も らい 、 歯石 も き 
れい に 取り の ぞ か れる 。 歯石 が つい て い 
る と , 口 雇 が ひど く , 飼い 主 が いや が る 
の で ある 。 

シャ シン プー700 円 トリ ベ ミミ ジグ 3200 
円 、 耳 の モ と り 700 円 、 歯石 治療 700 
円 。 宿 泊 笠 を 合わ せる と 6000 円 ナリ 
この 病院 に は , 女性 の 美容 師 さ ん が ふ 
た り い る 。 渋 谷 に ある 「 犬 の 美容 専門 学 
校 」 で 、 修業 を 積ん だ 人 た ち で ある 。 イ 
ヌ え の 美 容 師 は , 女性 の 新しい 職業 と し て 
注目 され , 東京 に 3 つ , 横浜 、。 名 古屋 。 
京都 、 大 阪 、 福 岡 に も 1 つ ず つ あ る そう 
だ 。 浴 業 後 の 収 入 は まち まち で , この D 
病院 で は 月 収 3 万 円 どまり だ と いう 

2 時 35 分 : 黒い アメ リカ ンコ ッ カ ー ス 
バニ エル を 連れ た お か みさ ん が 来院 。 

「 イ ヌ の 便 に 虫 が まじ っ て 出 た ん で す 」 
と , さっ き 電 話 を か け て きた 人 だ 
さっ そく , 持ち こま れ た 躍 を 顕微 鏡 で 
検査 する 。 

「 これ は サナ ダム シ で すね え 。 駆 虫 剤 を 
飲ま せま し ょ う 」 

イヌ の 目 方 を は か り , 錠剤 を 4 粒 服用 
させ る 。 ロ を こじ あけ , 奥 の ほ うに 薬 を 
入れ て の ど を な で る 。 駆虫 剤 は すっ と 胃 
袋 に 落ち て いく 。 こ れ も 技 術 な の だ 。 

「 強 い 薬 で すか ら 、 念 の た め に 強 肝 剤 を 
注 有 射 し て お きま し ょ う 。 下痢 は し な いと 
思い ます 。 排 便 の 際 、 虫 が 出る か どう か 
注意 し て くだ さい 」 

治療 代 は 700 円 。 

いま , ふつ う の イ エネ コ が 1 欧 入 院 中 
で ある 。 カ ゼ を こじ ら せ て ,、 胸 に 騰 が た 
まり , 重体 に 陥っ た の だ 。 だ が , 2 週間 
の 治療 で か な り 元 気 を 回 復 し た 。 入 院 費 
こみ で , ざっ と 5 万 円 か か っ た と いう 。 
イヌ の 勝 胸 結 石 (ぼう こう けっ せき ) 
だ と , 手術 料 6000 円 、 入 院 費 その 他 で 計 
3 万 円 ほど か か る 。 も ちろ ん , すべ て 健 
康 保険 は きか な い 。 

最近 は , 病院 で お 産 を する イヌ が 多く 
な っ た 。 チワワ ,。 マル チー ズ , ヨー クシ 
ャ ー テ リア , ボ メ ラー アン な ど , 小型 の 
ベッ ト 犬 が ふえ た か ら だ 。 母体 は どん ど 
ん 小型 に な る の に 、 胎児 の 大 き さ は 、 大 
型 犬 の 場合 と そう 変わ ら な い 。 当 然 , 難 
産 率 が 高く な る 。 そ の うえ , 運動 不足 と 

















不適 当 な 食 生 活 が 重なっ て ,、 か つて の 
* 交 産 の シン ボル ^ も 、 産 婦 犬 科 の お 医 
者 に と りあ げ て も ら う て いた らく 。 
病院 で お 産 する 場合 は 妊娠 (に ん し 
ん ) し て か ら 57 日 め に , レン トゲ ン て で 検 
査 を 受け る 。 胎 児 の 数 、 位置 母親 の 骨 
盤 の 大 き さ な ど を 確認 する の だ 。 

PL 
イヌ を Se 
2000 円 。 数 更生 まれ る と , 軽く 1 万 5000 
円 ざら い に な る 。 誕生 後 も 。 ヨー クジ ャ 
ー テ リア だ と 1 週間 以内 に 断 尾 手術 
(500 円 ), 親 指 を 切る 狼 叶 (ろうし) 切除 
(1 肢 に つき 200 円 ) と お 金 が か か る 

と に か く 、 都 会 の 小動物 病院 は 、 いま 
大 筆 盛 な の で ある 。 

し か し 、 犬 猫 病院 に も 悩み は ある 。 油 
断 を する と , 入院 中 の 皿 者 が 逃亡 する 
だ 。 イ ヌ な ら 逃 げ て も 路上 に いる か ら 、 
職員 が 必死 に な っ て 追い か ける 。 交 通 事 
故 だ け 気 を つけ れ ば よい 

始末 が 加 い の は 、 ネ コ や 小鳥 や サル で 
ある 。 へ い を 乗り 越え 、 電 柱 を よじ 登っ 
て , 姿 を 隠し て し まう 。 あ る 動物 病院 で 
ネコ に 逃げ られ , つい に 捕え る こと が で 
き な か っ た 。 思 案 の あ げ く , 

「 お 宅 の ネコ ちゃ ん は ,、 薬 石 の 効 も な く 
死亡 し まし た 。 遺体 の 処理 は 当 院 で いた 
し ます 」 

と , 電話 で 飼い 主 の 了解 を 得 て 無事 落 
医 6 ま だ St の の で の る 。 253 目 た っ て 当 
の ネコ ちゃ ん が 、 ひ ょ っ こり 飼い 主 の 家 
に 帰っ た 。、 こ れ は 裁判 ざた に な っ た と い 
う , うそ の よう な 実 中 で ある 。 

4 時 20 分 :「 ド ッ グ ・ フ ー ド を くだ さ 
い 」 と , 女子 高校 生 が 現われ る 
「 先 生 * この 粒々 の えさ , まず そう だ け 
ど , これ だ け や れ ば いい ん で すか 

。 牛乳 を か けた り し て , 変化 を つ 
け っ 和 くだ さい 。 それで も 飽き た 
ら ,。 別 の フー ド に し まし ょ う 


症 餅 か ら ド ッ グ ・ フ ー ド へ 


が 。 つ い 最 近 ま で の 常識 だ っ た 。 了 
が 人 劉生 活 が 変化 し て ,、 あ まりも の が 出 

く な っ た PF 
る より , ドッ グ ・ フ ー ド の 簡便 さ が 認 め 
られ る よう に な っ た と いう 。 

生理 学 的 に みて も , 食肉 目 に 属し 、 と 
が っ た 歯 の 多い イヌ に 灯 物 を 与 える の は 
理 に か な わな い 。 ド ッ グ ・ フ ー ド や キャ 
ッ ト ・ フ ー ド は 、 実験 用 動物 の 飼料 と し 
て アメ リカ で 研究 され , それ ぞ れ の 動物 
に 最適 な 栄養 分 を ふく ん で いる の は まう 
で ある 

「 塩 分 シ を 人 間 ほ ど に は 必要 と し な い イ ヌス 
に しょう油 や 塩 で 人 間 好 み に 味 つけ す 
る の は ナン セン ス で す 」 

と 先生 は 講釈 する 

現在 、 日 本 に は 約 600 万 匹 の 飼い イヌ 





が いる と 推定 され て いる 。 ド ッ グ ・ フ ー 
ド の 本 家 ア メリ カ の 飼い イヌ 数 は , 4 倍 
以上 の 2500 万 匹 。 そ の 35 パ ー セ ント が, 
すでに ドッ グ ・ フ ー ド を 常食 に し て いる 
と いわ れる 。 日 本 で の 普及 率 は 、 ま だ わ 
ず か に 数 パー セン ト 。 アメ リカ の 現象 
は , な ん で も 日 本 に は いっ て くる と 信じ 
る 利 に さと い 商 人 た ち が , この マー 

ケッ ト を 見 の が す は ず が な い 

市 場 調査 の 結果 、 昭 和 40 年 の ドッ グ ・ 
フー ド 消 費 量 2500 ト ン が , 45 年 に は 3 万 
1000 ト ン に な っ た 。 こ れ は た い へ ん な 
伸び 率 だ 。 近 い 将 来 、 年 間 500 億 円 の 産 
業 に な る 、 と 大 企業 が 目 の 色 を か え , こ 
の 分 野 に 進出 し て きた 。 

三井 糸 の 日 本 配合 飼料 , 三菱 和 の 日 本 
農産 工業 、 そ の ほか 製粉 メー カー や 食品 
メー カー も , こぞって ベッ ト ・ フ ー ド の 
生産 に 乗り だ し た 。 ア メリ カ や オー スト 
ラリ ア の 輸入 晶 も めじ ろ 押 し 

企業 間 の 競争 も 激烈 で 、 ひ と むか し 前 
に hc ンス タン ト ・ コ ー ヒ ー の 宣 

合戦 に も 劣ら な い P R 戦 争 が 、 まさ に 

PE と し て いる 、 と 業界 通 は 
みる の で ある 

各社 と も る 、 スー パー・ マ ー ケ ッ ト へ の 
進出 を わ ねら っ て いる し , 米屋 や 牛乳 店 を 
通じ て 宅配 する 動き も で て いる 。 

スー パー で きれ いな か ん づめ を 買っ た 
ら 、 ネコ 用 だ っ た と いう 時 代 が くる の 
も , そう 遠い こと で は な さそ う で ある 

ワン モア (某社 の 製品 名 ) 買っ て , ハ 
ワイ へ 行こ う 

こん な テレ ビ CM も と び だ し て くる か 
も し れ な い 

4 時 30 分 : 国勢 調査 で も イヌ の 数 は 調 
べ な いか ら 、, 正確 な と ころ は わか ら な い 
が 、 東京 全域 に は 40 万 匹 の 飼い イヌ が い 
る と いう 。 こ れ に 対し て 、 獣医 師 の 数 は 
700 人 

「 サ ラリ ー マ ン より は の ん きか も し れ な 
い が , これ で 競争 は 激しい ん で す 」 

斎藤 院長 は こう いう と , 診察 カバ ン を 
マイ の ほう りこ ん で , 女優 W さ ん の 
索 さ 愛 狂 診 に 出かけ て いっ た 

霊園 、 病院 、 ベ ッ ト ・ フ ー ド ーー それ 
ぞ れ , ベッ ト ・ ブ ー ム で 潤っ て いる よう 
だ が , 意外 と ふる わな い の が , イヌ 用 の 
グ 。 レー ンコ ー 5 に 南 が さ な どの プ グ 
に コー 
ヌ の まく ら ま で 置い て ある が , イヌ の 補 
相 を 考え れ ば , アイ デア 例 れ の 商品 だ と 
すぐ 気づく 、 ベ ッ ト 用 の ソフ ァ を 発売 し 
た 会 社 で は , 

「 ど う も る 機 が 熟し て いな いよ う で し た 。 
製品 は いま 倉庫 に 山積 み 。 お り を みて 再 
度 出 撃 し ます 」 

と , 思い きり よく 撤退 し た 。 

に 225SSAKSt2 の の だ の 庄 愛 天 デ 

ー ム で 潤っ て いる の は , ドッ グ シ ョ ー だ 
と いう 説 が ある 


Sd 





私 た ちの 仲間 








娘 プ ラス チッ ク 製 で 、 まる で 宇宙 犬 が 乗り こ む カ プ セ ル の よう 。 イン テリ ア を こら し 
た 洋間 に お いて も ピッ タリ の イヌ 小屋 、 と いう わけ で ペッ トル ー ム は か な り 売 れ 


て いる 。 9400 円 。 (上 ) 


文 東京 ・ 中 野 に ある Y 動 物 病院 の カラ ー テ レビ と クー ラー つき 。, 


1 泊 5000 円 の お イヌ 


さま 用 特別 室 ※ これ は 、 マ スコ ミ が 取り あげ て くれ る こと を 勘定 に 入れ た 宣伝 用 で 


す と 院長 は 割り きっ て いる . ( 下 ) 





33 一 IL 


私 た ちの 仲間 





33 一 IV 





アイ デア が も の を いう 世 の 
な か で ある 

人 間 と 動物 の 霊 を いっ し ょ 
に 祭る 御霊 殿 
入居 料 は 未定 だ が 、 最初 に 
か な り ま と まっ た 金額 を だ 
し て も らい , 定期 預金 に し 
て , その 利子 で 管理 費 を ま 
か な うつ も り と 霊園 側 





^ 安 産 の 守り 神 * も いま や カタ な し . チワワ ,、 ヨー クシ ャ ー テ リア な どの 小型 大 は 
病院 の 分 玩 馬 で 生ま れる こ 
め て 母親 に な め て も ら う 


と が 多く な っ た . ヘソ の 緒 の 始末 が すん で か ら 、 はじ 
(東京 渋谷 の D 動 物 病 院 で . 撮影 ・ 全 日 写 連 石 井 治子 ) 


輸 イヌ や ネコ が どれ くら い 輪 
袖 に あう か 、 交通 安全 協会 
に も 統計 は な い 

だ が 、 動物 病院 へ か つぎ きこ 
まれ る 被害 者 " は ふえ る 
ば か り . 酸素 吸入 器 を そ な 
え 、 輸血 用 の 供 血 犬 を 置い 
て いる 動物 病院 も ある 
(東京 ・ 中 野 の 動物 病院 で ) 


S 
いさ 
《⑬ 








だ れ の た め の ド ッ グ ショ ー か 


JJKCs( ジ ャ バン ・ ケ シン ネル クラ 
プ ) の 話 だ と 、 昨 年 同 会 が 主催 し た イヌ 
の 展覧 会 だ け で も 、 345 回 あっ た 。 1 年 
じゅ う , は ほとん と 毎日 や っ た こと に な る 
の だ が 、 実 際 は 春 と 秋 の シー ズン に 集中 
する 

今秋 の 皮切り は 8 月 29 日 、 大津 市 は 葬 
闘 湖 畔 の ナイ ター・ シ ョ ー だ と いう の で 
の ぞい て みた 。 東京 か ら 長 崎 ま で 、 各地 
か ら 集 まっ た 名 犬 が 、 大 小 と り ま ぜ 四 百 
数 十 頭 。 

「 われわれ 出 陳 者 は 、 JKC の 和 審査 要綱 
に の っ と り , 
ます 。 審 査 の 決定 に 対し 、 異 議 の 申し 立 
て は いた し ませ ん 

型 通り に 、 出 陳 者 代表 が 前 誓 し て 、 午 
後 2 時 半 、 和 審査 開始 

第 1 段階 と し て 、 個体 ご と の 評価 づけ 
が 行なわ れる 。 続 いて シェ パー ド 、 グレ 
ー ハ ウン ド 、 ボ メラ ニア ン な ど , 同一 種 
類 内 で の 優劣 決定 。 そ し て 最後 に 、 各 種 
ご と の 優秀 犬 を 集め て , 総理 大 臣 賞 以下 
の 受賞 大 を 選ぶ の で ある 

最終 審査 が 始ま っ た の は ,、 と っ ぷり と 
日 も 暮れ て か ら だ っ た 。 全国 で 唯一 の ナ 
イタ ー・ シ ョ ー と いう 触れ こみ に も か か 
わら ず , 照明 と いえ ば ,、 わずか 数 本 の 公 
園 の 水銀 埼 を 利用 し た だ け 。 数 時 間 の 審 
人 査 で 、 イ ス る 審査 員 も 出 陳 者 も すっ か り 
グロ ッ キ ー で ある 

この ころ に な る と , 落選 し た イヌ の 出 
陳 者 が 、 な り ふ りか まわ ず 和 審査 団 に いち 
ゃ も ん を つけ て くる 
「 あ ん た は , グレ ー ト デン の 見 方 が 4 
る の か いな 。 耳 か ら 肩 へ の 線 を よく 5 


正 々 堂々 と 戦う こと を 替 い 


漢字 の ふる さと 25 


藤堂 明 保 


伏 〈 ふ くぐり . 獄 《 ご く イヌ は 人 
間 の 生活 と も っ と る ゃ 窒 着 し た 動物 で ある 
か ら 、 その 姿 を と っ て 作ら れ た 漢字 が 多 
い 。 こ こ に 2 つ だ け 説 明 し て みよ う 。 

伏 」 と いう 字 は ,「 人 」+「 犬 」 を 組 
みあ わせ て , 飼い 主 の あと に 、 飼い イヌ 
が ぴっ た り と くっ つい て 行く さま を 表 わ 
し て いる 
「 フ ク 」 と いう こと ば は , また 服 と いう 
字 で も 表わさ れる 。 た と えば , ぴたり と 
くっ つい て 離れ な い の を 「 服 従 」 と い 
い , そ む い た 敵 が 降参 し て , 味方 に くっ 
つく の を 「 降 服 」 と いう 。 体温 が 逃げ な 
いよ うに , ぴた り と 体 に くっ つけ て お く 
衣 を 「 表 服 」 と いう 。「 伏 」 と 「 服 」 と 
は 同じ 意味 で ある か ら , 服従 一 伏 従 、 降 
服 一 降伏 、 と 書き か えて も か まわ な いわ 
け だ 。 地 に ふせ る の を 「 伏 地 」 と いう 





くれ た ら ,、 ウチ の を 沙 と すわ けが な い 。 
どこ へ 目 を つけ と る ん や 」 

「 お れん と この チワ ワ は な 、 5 回 も 総理 
大 臣 賞 を と っ と る ね ん 。 き ょ う の 審 査 は 
納得 で きん ぞ 」 

出 陳 料 3700 円 が 惜しい わけ で も な い だ 
ろう が 、 相当 いい と ころ まで 勝ち 残っ 
て , 有 華 な カッ プ に 近づい て くる と , 異 
議 の 申し 立て は し な いと いう 宣 維 な ど 空 
文 に 等 し い 状態 と な っ た 

ドッ グ シ ョ ー で 名 大 の 折り 紙 が つく 
と 、 い ろ い ろ と いい こと が ある 。 雄 イヌ 
な ら 種 付 料 が 1 回 10 万 円 近く まで ボン と 
は ね あがる し , 雌 イ ヌス な ら 血 統 書 が モノ 
を いっ て 、 で き そ こ な い の 子 イヌ で る, 
高い 値段 で 売れ る の で ある 

JKC は 愛犬 家 の 親 睦 団 体 だ と 、 世 旧 
で は 思わ れ て いる よう で すず 。。 し か に ド 
ッ グ ショ ー に 参加 し て みる と , イヌ 屋 さ 
ん の 利益 団体 や と いう こと が よう わか り 
ます 。 わ て ら の よう な し ろう と の イヌ 
は 、 まず 入賞 で きん の で すわ 」 

半 戦 むなしく 敗れ た 愛犬 を か きい だ い 
て , そっ と ぼや く 参 加 者 も いた 。 

いよ いよ 、 総 理大 臣 賞 、 以 下 各 賞 の 決 
定 で ある 。 薄 暗い 水銀 燈 の 下 に 整列 し た 
血統 正しい 名 犬 た ち は , 夕食 抜き の か ら 
だ に むち 打ち , お と な し く 最 後 の ポ ー ズ 
を と る 。 そ の 姿 に は , 純血 種 の 誇り が み 
な ぎっ て いる よう な の で ある 。 

それ に 比 し て , そば に 立つ 人 間 さ また 
ち は , な ん と な く 疲 れ 果 て , 雑 種 の も の 悲 
し さ を た だ よわ せ て いる よう で あっ た 。 

湖上 か ら 吹 く 晩夏 の 風 は 冷た く 、 ベッ 

ト ・ ブ ー ム と は し ょ せん 人 間 不 信 の 裏 返 


し で は な い の か , と さえ 思わ れ て くる の 
で あっ た 。 画 (本 誌 ・ 上 田 記者 ) 


9. 付 MMZ 状 
( 婦 獄 


が 、 それ も 腹 を び ぴったり と 地面 に くっ つ 
ける こと で ある 。 い っ た ん な つい た らく 
っ つい て 離れ な い 、 と いう 飼い イヌ の 習 
性 を よく 表わし た の が 「 伏 」 と いう 字 
だ 

一 方 、 イ ヌ ど うし は よく けん か を す 
る 。 人 間 が 法廷 で こと ば を や り と り し て 
い が み あう 姿 は 、 2 更 の イヌ の けん か に 
よ ぐ 似 で いる 。。 そそ と な 内 
犬 」 を 組み あわ せ て 「 獄 」 と いう 字 が 
作ら れ て , 獄 廷 ・ 獄 訟 な ど と いう 吉 語 を 
くみ た て た 。 こ れ は ガツ ガツ と い が み あ 
うと いう 意味 だ か ら ,「 山 」 
(略字 は 后 ) と 書け ば , 
を 表わす こと に な る 
「 伏 」 は イヌ の 和 柔 な る 性 を ,「 獄 」 は イ 
ヌ の 剛 な る 性 を 念頭 に お いて 作ら れ た も 
の だ 。 画 


寺 「 言 」 十 


を そえ て 織 
ゴツ ゴツ し た 山 


































愛玩 大 ある い は ペッ ト 大 (pet dogs) は 。 
大 の な か で も . 狩猟 大 、 番 大 な どの よう に 
夫 際 的 な 役割 に 使わ れ な いで 、 ペット と し て 
か わい か られ る イヌ で ある . 愛玩 犬 に 分 類 さ 
れ た イヌ が 、 必 ず し も 愛玩 用 だ け で は な く て . 
狩猟 大 や 番 大 で も 述べ た よう に ,. お も に この 
目的 に 使わ れる イヌ と いう 意味 で ある 

愛 天 の 歴史 は 古く 、 古代 都市 バビ ロン で 
は す て に ペット 用 の 小型 の イ ヌ が いた らし い 
し , 古代 ギリ シャ に も 記録 が あり , 中 国 で も 後 
漢 時 代 に は ペッ ト と し て 飼 わ れ て いた と いう 

愛玩 大 は 、 一般 的 に いっ て . 使役 を させ る 
に は 小さ すぎ , また ., 仕事 を させ る うえ に 必 
婦 な 野性 が 薄く な つて いる イヌ だ と も いえ る 
仕事 を も っ て いな いこ と , か ら だ の 形 が 愛玩 
用 に 変化 し て いる こと に 加え て , 生活 環境 が 
変わ っ て し まい . 宗 の 中 で 飼 わ れる 動物 と な 
> て し まっ た 。 た と えば , プー ドル は , か つ 
狩猟 大 で あっ た が . 現在 で は 人 気 の あ る 愛 
更 天 と な っ て いる と いう よう に 

し か し , 時 代 に よっ て も . 地域 に よっ て + 
愛玩 大 に は いる 大 種 は きま っ て は いな い .。 と 
いう こと は いつ の 日 か また むか し の 仕事 
を させ る よう に な れ ば ,. か つて の 能力 を 呼び 


も と すこ と が で きる と いう こと か も し れ な い 
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フー ドル Poodle EE を 刈り こん で めか し 
た ブー ドル は . フラ ンス の イヌ の よう に 思わ 
れ て いる が , 原産 地 は 中 央 ヨー ロッ パ で 、 ト 
ィ ツ あたり て は な いか と いわ れ て いる 。 この 
ィ ヌ は , も っ は ら 沼 地 で 猟 を する 狩猟 た で 、 
その 役割 は .、 と くに 射 お と され た 水 〔 水鳥 〕 
類 を . 泳い で と り に いく こと に あっ た 。 その 
と き . 毛 が 水 を ふく むと 泳ぎ に くく な る か ら . 
冷え な いた め に 心臓 部 分 を 残し て 、 尻 な どの 
を を 刈る (クリップ ) 独特 の 習 翌 と な っ た も # 
の で ある . 狩猟 を や め て 愛玩 大 と な っ た 現有 
で も , 《 ラ イオ ン の よう に 》 刈 りこ ん だ 姿 が 残 
> た わけ で ある 

下 の 色 は 、 まっ 黒 、 褐色 、 邊 、 あ る い は こ 
れ ら の 混合 色 と に な る 。 アメ リカ で は 、 ブ ル 
グレ ー、 容 色 と い っ た も の も 喜ば れ て いる 
頭 は 長く て . スト ッ プ は 日 だ た ず 、 贅 (ふん 
は 発達 し 、 上 鼻 了 比 ( び ひび こう) は 大 きく ひろ が っ 
て いる . 日 は 深く くぼん で 中 色 を し て お り . 


耳 は 長く て ベタ リ と た れ お ち ,. し か も ウェ ュ 
| 里 補 の も の 777 7 7 が た ハ 77 
2 777 7 7 ハグ 77 
3 1 振 呈 内 





の ある 長い 毛 に お お われ て いる 。 か ら だ は 
よく つり あい が と れ て いて 背 は まっ すぐ に 
の び て お り 、 尻 に は 志 み が ある .。 必 は 生 役 
まもなく 約 3 分 の 1 に 断 ち お と され る 。 前 肢 
(ぜん し ) は まっ すぐ で ある 。 毛 は ヒツジ の よ 
うに 豊か で , 巻い て いる か , ちち れ て いて . 
その 長 さ は 20 セ ンチ 余り も ある 

ゲー ドル は 、 か ら だ の 大 き さ に よっ て , 3 
うに 分 けら れ て いる 。 い ちば ん 大 型 の も の を 
スタ ンタ ー ト フー トル (Standard p-) と いい 
体高 37 .5 セ ンチ 以上 、 中 型 の も の は ミニ ア チ 
ュ ア フー トル (Miniature p-) で 体高 は 37. 5 一 
25 セ ンチ の 間 、 い ちば ん 小さ いも の を トイ フ 
ー ト ル と いい 、。 体高 25 セ ンチ 以下 で ある 。 ト 
ィ ブ フー ドル は ., 後 出 の トイ ドッ ク グ 類 の と ころ 
て 説明 し よう 

賢く て 。 イ ヌ の な か で いち ば ん の 利口 者 て 
は な いか と いわ れる フー ドル は . むす か し い 
壮 も 覚え て サー カス に な く て は な ら な い 存 有 


で ある 。 また . 盲 可 大 と し て も 使わ れ て いる 





4 


フレ ンチ フル トッ ク ( French bulldog ) / 
ッ ン ス 原 産 の イヌ だ が その 起源 は よく わか 
> て いな い 。19 世 紀 の 未 に , 当時 パリ 郊外 に 
あっ た . ラ ・ ビ レッ ト 席 殺 場 の 肉屋 た ちか が 閲 
た に 夢中 の あま りつ くり だ し た イヌ だ と も, 
また . イギリス か ら フ ラン ス に 移住 し た レ 
ス 織 が 連れ て きた , 小型 の ブル ドッ グ の 子 
丈 が これ で ある と も いわ れ て いる 。1894 年 イ 
キモ リス に は いっ た が , 耳 が ぴん と 立っ て いる 
こと と , 額 が 張り だ し た よう に 高く な っ て い 
る こと が 非難 の 対象 に な っ た ィ ギ リス 原産 
の フル トッ グ と は まっ た く 和 違う か ら で あ っ た 
この イヌ の 最大 の 特徴 は 、 先端 が 丸く な っ 
て びん と 立っ た 耳 で ある 。 頭 は 角 張 り 、 スト 
は 日 だ ち 。 (ふん は 短く て 、 上 の ま 
わり に し わが 寄っ て いる 。 四肢 (し し ) は ま 
> っ すぐ で 。 尾 は - 般 に 短く 。 断 尾 は し な い 
E は 短く て 色 は 自 、 淡 昔 褐 色 、 ト ラ モ な ょ 
て ある 。 和 口 で 愛情 深く 、 活動 的 で 。 し か # 
あま り 轄 動き せな く て すむ ペッ ト 大 で ある 
体重 14 キ ロ 以 下 で 、 体高 は きま っ て いな い 


ホス トン テリ ア (Boston terrier アメ リ 
及 の ホス トン を 中 心 に つく られ た アメ リカ 
の 代表 的 な イヌ で ある 。 テ リア と いう 名 まえ 
を も っ て いる が . か ら だ の 特徴 は むし ろ ブ ル 
トッ グ に 近い 。 頭 は 丸く , 史 は 短い が ブル ト 
ク の よう に し わ は 和 寄っ て いな いで 。 か ら た 
う > きも,。 す っ と すら り と し て いる 。 耳 は 。 先 
の ほう か が と か が っ て 立っ て いる 。 アメ リカ て は 
有 過 耳 し て いる 。 細い 必 は まっ すぐ 出 て いる 
E は 短く 、 色 は 黒っぽい トラ 毛 と 自 の 牙 で 、 
こく に 頭 か ら 顔 。 胸 と 前 肢 (ぜん し ) に か け 
に 大 きく 白 に な っ て いる 。 体重 7.5 キ ロ 以 下 、 
5 一 10 キ ロ 、10 一 12 キ ロ の 3 種 に 分 か れる 
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タル マテ ィ ア ン (Dalmatian 
ビア 西海 岸 の ダル マテ ィ ア 地方 に いる イヌ で 
トシ アン と も いわ れ て いる が 、 原産 が こ 
の 地方 か どう か は は っ きり し て いな い 。 白地 
: 石 を 置い た よう な 光沢 の ある 姿 は 、 フ ラ 
ンス あたり で は デン マー ク の ビエ ロ の 服 を 思 
わせ る らし く 、 ンー 
呼ば れ て いる 。 番 大 型 の 飼い イヌ と いう より 、 


むしろ 猟 大 の ホイ ンタ ー な ど に 似 て いる 。 18 


ク の チビ 2 な と と も 


世紀 ころ に は ., 駅 馬車 の 護衛 と し て , 答 場 。 
宿場 の 間 の 長い 距離 
ぃ vw 仕事 を し て いた 。 ウマ を 好む イヌ だ ども 
いわ れ て ,。 この た め に 馬車 大 と いう 名 まえ も 
も ら っ て いる 。 現 在 て も , この イヌ に は し ゅ 
ぅ ふん な 運動 が 必要 で ある .。 し か し 耐久 力 に 
、 利 口 で 訓練 が 簡単 な の で 、 

大 と し て 使わ れ て いる 
ダル マテ デ ティアン は 中 型 の イヌ て 、 体高 50 セ 
体重 25 キ ロ ほ ど で あ る 。 頭蓋 ( す 
し か も か な り 幅 が 広く 、 


ウマ の あと に つい て 


ンチ 余 リ , 
が い ) は 平たく 、 


グッ 
アア クィ 


ふん ) は 長く , 耳 は た れ て いる 。 四肢 (し し 
は じょう ぶ で , まっ すぐ の び て お り ., 尾 は ほ 
> そり と し て いる 。 体毛 は 短く , つや が あり 、 
も の 色 は まっ 円 で. くっ きり 浮き で た 斑 は 、 
黒 か 焦げ 茶色 で ある 。 和 生ま れ た ば か り で は 全 
身 ま っ 白 だ が , 2.3 か 月 し て は じ め て 班 が あ 


ら わ れる 


イダ リア シ グレ ー ハ バウ シト 
hound) イタ リア 産 だ が 、 原 産地 は 中 近東 だ 
ろう と いわ れ て いる 。 す で に 古代 ロー マ の 貴 
さと を 高く 評価 

し て 飼っ て いた よう て ある 


1 一 ロッ パ の あら ゆる 宮廷 で この イ 


ltalian grey- 


メス は 愛さ れ 。 その 時 代 の 第 一 級 の 画 宗 の た め 

に , 飼い 主 と と も に ポー ズ を と っ た も の が た 

くさ ん 残っ て いる 。 軽く て し な や が 

この 小型 グレ ー ハ ウン ド は ., 大 型 の グレ 

ウン ド を その まま 小さ くし た よう で 、 胸 [に 
腹 は くびれ て 締まり 、 細 長い 四肢 に 





は 筋 同 が 盛り あがっ て いる . 訓 部 は 長く の ひ 、 
スト ッ プ は 日 だ た な い 。 細い 尾 は 先 が 少 し あ 
が っ て いる 。 耳 は 小さ く て た れ て お り 、 比 較 
的 頭 の 上 の ほう に つい て いる -。 世 の 色 は 区 沢 
が あり , 淡雪 福 色 、 グ レー. ブル ー, 赤 、 白 、 
時 な ど が ある 。 体高 は 25 セ ンチ 余り で 、 最高 
で も 36 セ ンチ を 越え な い . 体重 は 3.5 キ ロ 以 下 
で ある 。 一 見 ひ弱 そう だ が , 案外 じょう ぶ で 、 
し か も 活発 で ある 。 歩き が - 種 独特 で び 
ょ ん びょん は ね な が ら 歩 いて いる よう で ある 


ハグ (Pug) 中 国 原産 で 、17 世 紀 に ヨー ロ 
ッ バ 大 陸 に は いり 、 の ち オ ラン ダ か ら イ ギリ 
ス へ 渡っ た も の らし い 。 この. 額 に し わ を 寄 
せ て 困っ た よう な 顔 を し た イヌ は , イギリス 
で は た い へ ん な 人 気 を 得 た 。 ず ん ぐり と し て . 
体高 は 30 セ ンチ に も 満た な いと いう 小型 で , 
訓 が 大 きく . し か も 史 (ふん ) が つぶ れ た よ 
うに 短く 、 その うえ , 顔 に 深い し わが 寄っ て 
お り . 日 を むい て . 小さ な 耳 が た れ て いる 、 
と いっ た まこ と に あい きょう の ある イヌ で あ 
る 。 首 は 大 く , 長く な い 尾 は 腰 の 上 に は りつ 
いた よう に 巻い て いる 。 毛 は つや や か で . に 
お い が し な いた め . ペッ ト 大 と し て の 価値 を 
高め て いる 。 色 は 銀色 や 淡 黄 褐色 だ が 、 顔 は 
時 く 、 な か に は 全身 まっ 黒 も いる 。 ナ ポレ オ 
ン の 妃 ジ ョ セ フ ィ ー ヌ が この イヌ を 和 肖 し て 
いた と いわ れる 。 見 の 構造 か らし て , いび き 
を か く こ と が ある 


探 大 (Naked dog) 裸 大 (は だ か イヌ ) と 
いう の は . 1 つの 大 種 で は な く , か ら だ に モ も 
が ほとん ど は えて いな い イ ヌ を , 1 つ に ま と 
め た 言い で ある 。 これ は 人 為 湯 汰 の 途中 で 
出 て きた も の と 思わ れる が . 毛 が は えて いな 
いと いう こと は 寒さ に 強い わけ で , 裸 で も 生 
きら れる よう な 地方 に し か いな い (〔 注 1J。 そ 
の うえ , か ら だ が 小さ く て 体格 も 悪く . 寒さ 
に も 弱い か ら 短 命 で ある と いわ れ て お り , そ 
の 数 も 少な い 。 小型 の テリ ア に 似 た と ころ が 
あり , 生き 生き と し た イヌ で ある 。 

メキ シカ ン へ ヘア レス (Mexican hairless ) は 
メキ シコ の 無 毛 大 と いう 意味 だ が . 体高 28 セ 
ンチ 、 体重 5 キロ ほど で , 皮膚 の 色 は ,、 ビン 
ク , 青み が か っ た 大 色 、 黒 な ど を し て いる 
尾 は 細く て 長い 

ほか に は 、 頭 に 等 の よう な 毛 を つけ , ピン 
と 立て た 尾 の 先 に も や や 長め の ふさ も モ が あり 、 
か ら だ は 無 毛 と いっ た 珍し い 姿 を し て いる 
中 国 の 澄 包 大 (Chinese crested dog)、 か ら だ 
に 黒い 環 吉 を も っ た アフ リカ の 夏 色 大 (African 
sand dog)、 ト ルコ の 宮 大 (Turkish naked dog) 


な と が いる 


NSR 
RNN 

も も も 3 Na YO 

1 も も ピ い だ いつ 、、 
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小型 の スバ パニ エル 類 


小型 スハ ニ エ ル (small spaniels) は .、 その 
大 部 分 が 占い 大 種 で あっ て 、 起源 は よく わか 
ら な い 、 お そら く 。 狩猟 大 の と ころ で 述べ た 
標準 型 ス バニ エル 類 の 血 を 引い て お り . それ 
が 人 工 的 な 濁 決 に よっ て 小型 化 さ れ た も の で 
あろ うと 考え られ て いる 。 15 一 16 世 紀 こ の か 
た 知ら れ て きた イヌ で 、 長い 間 、 貴婦人 た ち 


の ペッ ト と し て 流行 し た も の て ある 


ヨー ロッ ハ 大 陸 型 の 小型 スバ ニ エ ル / 
タン ス 北 部 か ら ベ ルギー に か けた フラ ント ドル 
地方 に 生ま れ た も の と 思わ れる 22 ラッ 2A で 
は これ を 2 つ に 分 け て お り 。 1 つ は 耳 の た れ 
- い る 小型 スハ ニ エ ル Fpagneul naln) て あ 
リ 。 も う 1 つ は . その 名 まえ が チョ ウ を 意味 
する と お り 、 チ ョ ウ が は ね を ひろ げた よう な 
耳 を も っ て いる ハ ヒ ヨン (Papillon、 英語 
で は Butterflv dog と も いう ) で ある .。 し か し . 
展 忠 会 で は 両 大 を 区 別 せ ず に いっ し ょ に 大 契 
する こと に な っ て いる か ら , 両 大 を 合わ せ て 
バビ ヨン と 呼ん で よい か と も 思わ れる 。 2 種 
類 と も 小さ く , 体高 は 28 セ ンチ 以下 で あり 、 

体重 も 3 キロ を 越え な いこ と に な っ て いる 

頭 は 小さ く て . 特徴 で ある 耳 に は , ふさ ふさ 
し た EE が あり . 尾 に も 先 の ほう に は 羽根 飾り 
の よう な EE が つい て いる 。 体 は 絹 の よう に 
な め ら か で 、 加 か で 、 と き に は 軽く ウ ユ ブ 
し て いる が ., 巻き モモ は ない . モ の 色 は 赤 と 白 、 
時 と 折 。 ルビ ー と 自 な ど で あ る 。 性 質 は きわ 


め て 活発 で 、 か わい い ペ ヘット 大 で ある 


イキ リス 型 の 小型 スハ バニ エル 別名 トイ 


ス ノ N F ェ ル (Toy spaniels 、、 お も ちゃ の イヌ と 


いう 名 を も っ て いる 。 お そら く 17 世 紀 後 半 に ., 


スペ ヘイ ン 産 の 標準 型 ス バニ エル と 、 宣 教師 7 





/ 放 / 兵 ん 74 


らち が チャ ー ル ズ 2 世 の 妃 に 献上 し た 東洋 の チ 
ン と を 交配 させ た も の で あろ う 

キン ク チャ ヤー ルス スハ ニ エ ル (King Charles 
spaniel) は 、。 たいへん チャ ー ミ ング な イヌ で 
チャ ー ル ズ 2 世に か わい が られ た た め に , こ 
の 名 が つい た . 色 は 黒 と 褐色 、 黒 と 褐色 と 白 
の 組み 合わ せな ど で 、 体 高 26 一 32 セ ンチ 、 体 
重 は 3ー 6 キロ で ある 。 史 ( ふ ん) が 短く 、 
眠 先 は そり 返っ て , 額 の 突き で た ひし ゃ げた 
顔 は チン に 似 て いる 。 た れ た 耳 . 肢 (あし 
尾 は 、 ウェ の ある 毛 に お お われ て いる 

フリ ンス チャ ー ル ズ スハ バニ エル (Prince 
Charles s.) キン グチ ャ ー ル ズ と 同じ だ が , 毛 
色 が 條 い , 黒 と 焦げ 茶 と 白 で ある 

フレ ン ハ イム スバ パ バニ エル (Blenheim s.) も 
同じ で 、 毛 の 色 は 赤 と 白 で ある 

ル ヒ ビー スハ ニ エ ル (Ruby s.) 色 は 赤 で ある 

ぶり アー 生 シ ンダ チャー ルス ネス バニ エ ル 
(Cavalier King Charles s.) の 、 カ バリ ア 
と は 騎士 、 す な わ ち ナイ ト の 意味 で ある 。 キ ン 
グチ ャ ー ル ズ よ り も や や 大 きく . 顔 も 少し 突き 
だ し て その た めも う 少 し スマ ー ト な 感じ だ 
が 、 体 重 は 8 キロ 余り と 重く な っ て いる 。 毛 の 
色 は キン グチ ャ ー ル ズ と 同じ で ある 。 こ の イヌ 
は . 絵 か ら むか し の に 復 元 し た も の で ある 
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アシ ア 型 の 小型 スバ ニ エ ル これ ら は た 
い へ ん 証 い スパ ニ エ ル で 、 お そら く 本 に 深 
い 関 作 が あり そう で ある .。 し か し . その 遠い 
起源 に つい て は わか っ て いな い 。 ここ で は 、 

それ それ が か な り 独 立 し た 朗 を し て いる の で 

1 つ 1 つつ 分け て 説明 し た い 


へ ペキニーズ (Pckinese 北京 チン と も いわ 
れる 中 国 の イヌ で ある 。 約 2000 年 前 か ら 中 国 
に いた イヌ の 子 係 で 、 日 本 チン や チベット の 
スハ バ ニ エ ル と は 祖先 を 向 じ くし . パグ と も 近 
い 関 係 に ある と 思わ れる 。 し か し べ キ - ス 
だ け は 香芝 の 独占 物 と し て 宮廷 内 に 飼 わ れ 、 
般 席 民 と 関係 が な か っ た . 1860 年 の アロ 
サ 事 件 で 北京 の 夏 宮 に は いっ た イギリス 軍人 
が この 珍 妙 な イヌ を ヨー ロッ パ に は じ め て 


紹介 し た . ベ キ ニ ー ズ の 理解 者 、 西 太后 が 1908 
年 に 死ん で か ら . 中 国 で は や や 要 え 始め た が 、. 
その と き ヨ ー ロ ッ パ で は すでに ,。 ペ キ ス 


は し っ か り と 繁殖 の 根 を お ろ し 始め て いた 
肢 (あし ) が 短く 、 体高 も ほぼ 25 セ ンチ ょ と 
まり だ が , が っ し り と し て いて . 体重 は 8 ヨ 
ロ ほ ご ど に も な る 。 史 (ふん ) は 短く 、 日 は ょ 
ん ぐり 日 で , 耳 は た れ . 体長 が あり 、 短 い 前 
肢 ( ぜ ん し ) は 重 そ う で し か も 曲がっ て いる 


7 7 リガ 7 
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体毛 は 豊か で 長く 、 ほ と ん ど ち ぢ お れ て は いな 
い . 色 は . が ボ 、 肖 戴 褐色 、 黒 、 黒 と 焦げ 茶 な 
ど で あ る 人 な つこ い 半 面 わ が まま な と ころ 
が ある ほん こと うに 獅 了 呈 の よう な 委 の イヌ で 


ある 


日 本 チン ( 独 ) (Japanese spaniel 日 本 の 
ィ イヌ の な か で も っ と も よく 世界 に 知ら れ て い 
る イヌ で ある _。 そし て 現在 の と ころ . 日 本 産 
で 国際 畜 犬 連盟 に 公認 され て いる 迷 少 な い イ 
メス の 1 つ で ある 。 し か し 日 本 大 と は まっ た く 
異な り .、 そ の 祖先 は べ ヨ ス な ど と 同じ で 
同 洋 か ら シ ルク ロー ド を 通っ て 中 国 に きた # 
の と 思わ れる . 日 本 で は 訓 来 、 イ ヌ は 屋外 て 
飼う こと に な っ て いた が . この チン だ け は 例 
外 で 、 ネコ な ど と と も に 室内 で 飼 わ れ た .。 そ 
の 炊 部 期 は 舘 川 時 代 で 、 大 典 で は た くさ ん の 
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テン が 飼 わ れ 、 そこで 独特 の 大 種 に まで 仕立 
て られ た と いっ て も よい . 細身 で き や し ゃ で 、 
肢 (あし ) は 曲がっ て いな い . 絹 の よう な 弄 
か な 毛 は . 正 と 黒 だ が 由 と 赤褐色 と いっ た 
場合 も ある . 体高 28 セ ンチ 、 体重 2.6 キ ロ 余 リ 
で ある . 独 と いう 文字 は 。 漢字 で は な く 生 
で 、。 ネコ と イヌ の 中 間 の け も の 、 と いう 意味 


うく られ た と いう 


ー ス ー(Shitzu また は Shih-tzu チ ペ へ 


いい 


の 0 三 閉 で 。 も と は 。 アブ ツモ 代 計 = 
スズ の 混血 で は な いか と いわ れ て いる . 体高 
28 セ ンチ 余り で , た い へ ん 活発 で ある 。 史 ( ふ 
ん ) は ベ キ ニー ズ よ り も ほん の 少し 長く 、 全 
身 、 豊か な 所 に お お われ て いる どん な 色 で 
も よい が 、 頭 部 に 碧 斑 が ある も の が 好ま れる 


アフ ソ (Lhasa- Apso ) 
い , シー ズー に 似 て いる が や や 小さ い 。 大 
き な 顔 に は . 独特 の ひげ が は えて いる .。 チ ベ 


ッ ト の 首都 ラサ 産 と いわ れ て いる 


ラサ テリ ア と も い 


チ ヘ ッ タ ン スハ バハ ニ エ ル (Tibetan spaniel 

2S コ ス と チ ベ ッ タ ン テ リ ア と の 混血 と い 
われ て いる .。 頭 部 は アフ ソ よ り も 長い が 、 モ 
は 少な い . 尾 は 羽根 飾り の よう に な っ て いて 、 
チ ベ ッ タ ン テ リ ア に くら へ べ 和 愛玩 大 と し て の 素 


質 が 強い 。 か ら だ の 色 は 金 , 白 . 黒 な ど が ある 


| アプ 2 本 777 リ N777 7 が S7 の リガ 77 リ 
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チ ベ ヘッ タン テリ ア ( libetan terrier こ 
れ も チ ベッ ト 原 産 で 、 変 は テリ ア と いう より 
スハ バニ エル に 近い .。 小型 スバ ニ エ ル 類 の な か 
で は 大 きく て 体高 35 一 40 セ ンチ 、 体重 14 キ 
ロロ ほど で ある 。 長い 、 ヒ ツジ の よう な 毛 に お 
お われ て いる 。 チベット で は , ラマ 教 の 信 院 
に 飼 わ れ て 、<《 幸 福 を も た ら す イヌ 》 と され て 


きた 


19 
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小型 の フラ ント ル 大 類 


小型 の フラ ンド ル 大 (small Flandre ) は 、 


ウッ ラン トル 地 方 て お も に つく られ た も の で 《 貴 婦 
人 の イヌ と いわ れ て いる 


フリ ュ ッ セル クリ フォ ン テリ ア [ Brussels 


griffon terrier リラ ォ キジ プリ ュ セロ 
ィ ズ と も いう が , ベル ギー の 首都 ブリ ュ ッ セ 


ル か ら と っ た 名 まえ で 19 世紀 の この 時 は 、 

下馬 車 が テリ ア を 乗せ て 番 大 に し て いた と い 
うぅ う 。 その イヌ を 祖先 に し て いる 。 頭 は 大 きく 
丸く 、 史 (ふん ) は 短く , 体毛 は くし ゃ く 
し ゃ し た . ずん ぐり 型 の イヌ で ある 。 耳 は 、 

過 耳 し な い + の は 半分 折れ て いる 。 毛 は 黒 、 

赤 掲 色 、 ま た は 黒 と ボ で 、 体 高 25 一 28 セ ンチ .、 
体重 は 4 キロ ほど で ある . 利口 で 活動 的 だ が , 
あつ か まし い 性 格 な の で きら う 人 も いる 


フラ ハン コン Brabancon ルル ィ 要 光 


グリ フォ ン テ リ ア の 短 毛 種 で ある 


シ ヘ ルケ (Sehipperke) - の 名 は 、 フラ 
トル 地方 の こと は て で 《 小 さ な キ ャ ブフ ブテン)》 を 
草 味 し 、 オ ラン ダ の 夢 河 で 船 の 番 を し た ク 

ス ホ ン ト の 人 役 日 を . ベル キ で は 中 世 以 来 こ 
の イヌ が 果たし て きた 。 それ ゆえ に . 番 大 に 
分 類する 人 も いる が . 体高 385 セ ンチ 以下 、 体 
重 も 約 7 キロ と 小さ い の で ペッ ト 大 に 入れ た 
い 。 し か し 、 か つて の 仕事 の な ご り は 消え ず 、 
筋 生 は 発着 し 、 耐 久 力 も あっ て 男 ま し い イ ヌ 
で ある こと に は 違い な い . 額 は 広く , 史 は 先 
が と が っ て 、 スト ッ プ は 日 だ た な い 。 小さ な 
耳 は まっ すぐ 立ち , 肢 (あし 和束 つ すす て 
ある 。 毛 は 長い と いう ほど で は な い が , 測 

こわ い . 色 は 黒 で ある 


アフ ェ ン ヒン シェ ル (Affen Pinseher ト 
イ ソ 産 の 小型 グラ フォ ウデ リア で 人 
セル グリ フォ シテ リア に よく 似 て いる と ころ 


か ら . その 祖先 が この イヌ だ ろう と いわ れ て 
いる 。 あら いも E モ に お お われ た . いた ずら っ ほ 
い 顔 は サル を 思い お こさ な い だ ろ うか .。 アフ 
ェ ン と は 《 サ ル の よう な 》 と いう 意味 で ある 
頭 部 は 大 きい が . ブリ ュ ッ セル グリ フォ ン ラ 
リア ほど は ずん ぐり し て いな い 、。 体高 も ほほ 
同じ だ た が 、 小さ い ほ う が 好 まれ る らし い .。 ひ 
げ は さか 立ち 、 ま ゆ モ も も 弄 評 で 日 や ロロ が は 

きり し な い 。 史 は 短く 尾 は 切る 。 体毛 の 双 
は 火 色 か 、 信 げ 茶 で 、 う すい 色 の も の は 顔 の 
時 いい 場合 が ある 。 体高 25 セ ンチ ., 体重 4 キロ 
以下 で ある . 玩具 で 遊ん だ り 、 人 に か まっ て 


も ら う こと の 好き な べ ト 大 で ある 


むか 〇 の DO 一 


ヒン シェ エル Pinsehm ド ィ の イヌ 





2 ビン シェ ル と は 英語 の テリ ア の 意味 で ある 
に 6 DCC 
し か し 中 型 大 に は いっ て いる 。 や せ た 神 経 質 
な か ら だ つき 、 切 られ た 耳 、 ま っ すぐ に の び 7 
6 四肢 (し し )、 優 雅 で 気品 い 容 は 、 ま さ に 1 
| r ル を 小型 に し た も の で ある 
し か し 回 の 神 先 か ら 分 か れ た も の か と う 
か 、 は っ きり し て いな い 、.。 体高 は 43 一 48 セ > 
チ で 、 毛 は 短く て 密生 し . 色 は 黒 と 赤 、 赤 褐色 
で ある 。 用 心 深く , 番 大 と し て も すぐ れ て いる 
ー ミニ ア チ ュ ア ヒン シェ ル (Miniature pin 
scher - れ も ドイ ツ で 、 体高 65 一 30 セ ンチ 
。 と ビシ ェ ル を 小さ ざ ぐ し た イヌ で て ある 。 その 
小さ な か ら だ に ピン シェ ル の よい と ころ を み 
s ん な 取り 入れ て いる 。 頭蓋 ( ず が い ) は 平 7 
* 販 ( ふ ん ) は や や 長く スト は 深 す 
マ 8 還 - 
さ き ぎ ない 征 は 切ら れ て た が か と か V. う お む 
和 り 、 尾 も 切ら れ て いる こと が 多い 人 主 は 水 1 
室 1 由 | の ー 7 リオ 回 
腹 は 引き 締 ま き いる . 毛 の 色 は 黒 と 赤 、 
福 色 と 赤 、 赤 褐色 - 色 で ある . 赤褐色 の も の 
昌 ・ IN 
こま は その 二 が し ッ ロ ジ カ 〕 に 似 て いる の て 


ニン シェ ル (Reh pp) と も いわ れ / 


ト つう 
て 
\ 

V 
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スピ ッ ツ 類 


ス ビ ピッツ と は 般 に 北方 地方 の 大 種 を い 
ぅ う が 、 その 特徴 と し て は , スピ ッ ツ (Spitz) 
〔 と が っ た も の 〕 の 名 の と お り , 史 (ふん ) と 
直立 し た 耳 の 先 と が と が っ て いる こと で ある 
狩猟 大 や 番 大 の と ころ で 述べ た スピッツ 類 に 
うい て は 説明 を 省き 、 ポメ ラニ アン , 日 本 ス 


ピッツ な ど に つい て 述べ よう 


クレ ー ト シャ ー マ ン ス ヒ ッ ツ (Creat Cer- 
ドイ ツ に は 中 型 と 小型 の 2 つの 
スピ ッ ツ が お り , 小型 の ほう が ポメ ラニ アン 
ぐ あ る 。 ぶ ふつう, まっ 自 な 大 き い ほ う の スピ 


man SDitz ) 





ッ ツ が , グレ ー ト ジャ ー マ ン スピ ッ ツ と 呼ば 
れ で お り 。 からだ つき は ずん ぐり し で いで 。 
重い も の は 6 キロ も ある 。 蓋 ( ず が い ) は 
額 か ら 高 くせ リ りあ が っ て いて , スト ッ プ が た 
い へ ん は っ きり と し て いる 。 耳 は 短い が . 必 
ず 立 っ て お り 、 スピ ッ ツ 類 特 有 の 申 い 色 を し 
た あま り 大 きく な い 日 は 、 や や 斜め に つい て 
いる 〔 2 つの 目 が -- 直 線 で は な く て ,. む し ろ そ 
れ ぞ れれ 目じり の ほう が や や 下 を 向い て いる 〕。 
強 か な 毛 は , 首 の まわ り で は 人 節 り 毛 と な り 、 
四肢 (し し ) や 尾 で も ふさ ふさ と し て いる 
色 は 1 色 で 、 純 白 . クリ ー ム , 灰色 黒 な ど 
で ある . 斑 の ある も の も 規格 に は いっ て いる 
体高 33 セ ンチ 余り 


ホメ ラニ アン Pomeranian ) 
の スピ ッ ツ で ある 。 日 本 で は 小型 の 褐色 の も 
の だ け を ポメ ラニ アン と 呼び , 中 型 の 白 は ス 
ヒビ ヒッツ と いっ て いる が 、, 外国 で は 両方 と も ボ 
メラ ニア ン と 呼ん で いる と ころ が 多い 。 ポメ 
ラッ ニア ン と いう 名 まえ は 、 ドイ ツ の 地方 名 を 
ぅ > けた も の だ が . 新 大 種 を つく り だ す つ も り 
で 人 為 海 法 を 重ね て いっ た すえ に で きた . 訂 
か し い 粘 果 の 1 例 で ある 。 ド イツ で は ボ メ ラ 
ニア ァ ン と 呼ば ず 小 型 ス ピッ ツ と し て いる 。 ポ 
メラ ニア ン は . スピ ッ ツ の な か で も っ と も 世 
界 じ ゅ うに 普及 し た 大 種 で ある 。 し か し 、 人 
拓 と いう こと に な る と 。 ペ キ : ス に は 及ば 
な か っ た 。 中 型 ス ピッ ツ に くら べ 。 額 が いっ 
そう も ちあ が かがり, スト ッ プ も きわ だ ち , 尾 も . 
尾 の 形 が 見 え ず に . ふわ り と し た 毛 と な っ て 
毎 中 に の っ て し まっ た 。 けれど も . 性 格 は 変 
わら ず 、 あい か わら ず 騒 々 し いや か まし い イ 
ヌメ で ある 。 体毛 の 色 は . 黒 、 褐色 、 赤 オレ 
ンジ な ど 1 色 が お も で 、 旧 の ある も の も 規格 
に そっ て いれ ば よい 。 体重 2 3 キロ 余り で 


ある 


小型 の ほう 


日 本 ス ヒ ッ ツ (Japanese spitz ) 日 本 で ス 
ビ ピッツ と いう と この イヌ を ざ ず こと に な っ て 
いる 。 純白 の 長毛 に お お われ ., 黒い 日 と 、 小 
さ な 立 耳 を し て 、 日 本 全国 に 分 布 し て いる 
呈 一 大 大 戦後 大 流行 し た わけ だ が . 日 本 に も 
と か らい た イヌ で は な く , 当然 洋 大 で あり 
サモ イド ある い は , ドイ ツ の スピ ッ ツ か ら 分 
か れ た も の と 思わ れる が 明らか で は な い 、.。 洋 
大 和 作 と し て は 、 海外 か ら 種 大 を 入れ る 必要 の 
な い 大 種 で ある 。 体高 は 33 一 38 セ ンチ . 体重 
は 7 キロ か ら 9 キロ くら い が 多 く 、 色 は 純白 
で ある 


マル チー ス 類 


マル チー ズ スズ 類 ほ , ララ ジス で は ジョ シ 
(Bichon)〔 長 いち ぢ れ 毛 の 小 大 〕 と 呼ば れ て い 
る 。 こ の 地中海 原産 の 小さ い イ ヌ は . 占 代 か 
ら 知 られ て お り ,. エ ジ ブ ト の 遺跡 か ら ,. マル 
チー ズ に た い へ ん よく 似 た イヌ の 像 が 見 つか 
> て いる 。 日 本 で も 、 俺 川 時 代 に 《 か ぶり 》 と 
呼ば れ て いた も の は , この 仲間 で あろ う 


マル チー ズ ス (Maltese) 外 会 を 着 た よう な 
長い 毛 を し た , この イヌ の 起源 は は っ きり し て 
いな い 。 古代 ギリ シャ の 地理 学者 スト ラボ ン 
が , イタ リア 南部 シシ リー の 町 メリ ー タ の こと 
を 、 この 町 は メリ ー タ イヌ (Canis mehtei) と 
いう 美しい 小 大 で 有名 で ある 」 と 書い て いる 

マル チー ズ は . この メリ ー タ イヌ の 子孫 で は 


| ] ト 暮 富 

2 メ アッ > 揮 主 暮 - 富 
3 マル チー メス 777 が 7 
ム 4 71 セ 777 777 の 











な いか と いわ れ て いる 。 名 まえ は 似 て いる が 
地中海 の マル タ 島 と は 関係 な さそ う で ある 
か ら だ は , 長く て , 頭 は 丸く 、 ひ と み は 黒 い 
肢 (あし ) は 短い が まっ すぐ て 尾 は 、 ふさ 
ふさ し た 毛 を も っ て ,。 背 の 上 に 盛り あがっ 
いる 。 も モ の 色 は 別に 制 恨 され な いか が . 純正 が 
大 部 分 で ある 。 足もと まで た れ た 毛 は , ウ ュ 

の な い の が よい 。 体高 23 セ ンチ 以内 、 体 
是 4 キロ 以下 


ヒシ ョ ン フリ ー セ (Biehon frise 原産 
地 は アフ リカ 北西 岸 に ある カナ リア 族 島 で 、 

マル ブ ス の 血 も は いっ て いる と 思わ れる 

ララ ンス 語 の ビシ ョ ン の も と の 意味 は 、 か わ 
いい と いう こと で フリー ゼ は ちち ぢ れ 毛 を さ 
し て いる 。 ルネサンス 時 代 に 流行 し た 大 種 く 
いわ れ , その 当時 は 毛 を フー トル と 回 し く 
〈《 ラ イオ ン の よう に 》 刈り こん で いた と いう 
毛 は も じゃ も じゃ だ が も つれ あう こと も な 
い 。 毛 の 色 は 白 で ある 
重 は 2.5 キ ロ ほ ど で あ る 。 カ ナリ ア 族 島 に は # 





) いな い 


ハハ バナ (Havana キュ ー バ の 首都 の 名 まえ 
を つけ て いる が マルチーズ と 回 じ 地 中 海産 
で ご あ っ て マル チー スズ 類 の な か で は 体高 約 35 
セン チ と いち ば ん 大 きい 。 くせ の な い 、., 絹 の 
よう な 毛 は 白色 で ある 渓 鞭 褐 色 、 ベ ー シ 
j」 も 許さ れ て いる と いう 。 地上 中海 か ら カ リブ 
海 の 中 イン ド 詳 島 人 へ この イヌ を 持ち こん た の 


は スペ イン の 船乗り た ち で あっ た 


7 


23 


24 


トイ ドッ ク 類 


トイ 〔 ま た は トー イ 〕) ド ッ グ (toy dogs) と は ., 
〈 お も ちゃ イヌ )》 の 意味 で ある 。 か ら だ の 小さ 
い イ ヌ た ち で , 小 さい が ゆ え に か わい らし く 、 
ュ ッ ト と し て の 魅力 を じゅ うぶ ん に も っ て い 
る イヌ で ある 。 からだ は 小さ く て も , 大 き な 
イヌ と 同じ よう に 人 に な つく し . また 忠実 で 
も ある 。 そ し て . それ ほど 弱く は な い の だ が 、. 
生む 子ども の 数 が 少な い の と . 上 難産 が 多い の 


5 ん 5 は う 
てこ 数 の うえ か ら も 珍重 され る 


チワ ワ (Chihuahua) イヌ の うち で いち ば 
ん 小さ い の が この チワ ワ で . 体高 16 一 20 セ ン 
チ 、 体 重 も 2 キロ 以下 で 、。 500 グラ ム く らい 
- 手 の ひら に の る の も いる 。 メキ シコ が 原産 
地 て 、16 世 紀 の は し め に アズ テッ ク 族 【〔 古 代 
アス ティ カカ 王国 を つく っ た 〕 が スペ イン に ほ 
ろ ほ され る まで は . 宗教 と 関係 の 深い 、 神聖 
な イヌ と され て いた よう で ある 。 だ か ら , た 
と えば ある 貴族 は 、 こ の イヌ 1 匹 に 奴隷 1 人 
を つけ て 世話 を させ た と いう 。 スペ イン に 征 
服 さ れ て か ら は 、 食用 に し た り 、 湯 た ん ほや 
枕 が わり に し た と いう 話 も ある 。 こ の イヌ は 
9 世紀 に は すでに 中 央 アメ リカ に いた らし く 、 


直 跡 の き 彫り に その 姿 を 見 られ る が 直 有 
の も の ほ と 小 さく な く 、 色 数 も 少な いよ うだ 
現在 の チワ ワ は 、 額 が 突き だ し 、 史 (ふん 
は と が り 、 大 き な ま る い 日 は 黒く て 、 耳 は 少 
し 斜め に 立っ て いる 。 四肢 (し し ) は 、 か ら 
だ つき に くら べ て きゃ し ゃ で ひよ ょ ろ 長 く 見 
える 。 モモ は 短く , 密 に は えて きれ いで ,。 色 は 
折っ つ ほ いも の 、 青銅 色 の も の 、 淡 昔 褐 色 、 そ 
の 他 ど ん な 色 で も よい 。 長毛 種 も あっ て .。 そ 
れ は 、 耳 、 尾 、 か ら だ に ふさ ふさ と し た 毛 が 
は えて いる 。 利口 で 大 胆 な イヌ で ある 


トイ テリ ア (Toy terrier) に ジジ デコ 
く タ ー テ リア (ToyManchester t.) と も いわ 
れ 。 ブラ ッ ク ア ンド タン テリ ア を 小型 に し た 
も の て ある . 体 高 25 セ ンチ 以下 . 体 重 も 3.5 キ 
ロロ 以下 て あり 、 小さ いも の ほど も て は や され 
る 。 史 は 長く 、 額 は 平 べ っ つた く 、 スト ッ プ は 
中 た た な い 。 原産 地 の イ ギリ ス 以 外 で は . 是 


を 切り 、 先 を と が ら せ て 立て て いる 。 からだ 
は 短く 、 背中 の 線 は わずか に らら なり に 曲がっ 
て いる が 、 肢 (あし) は まっ すぐ で ある 。 短 
い 体 毛 は 誠に は えて いて 、 色 は 黒 だ が 赤 褐 
色 の 攻 が ある 。 からだ は 小さ い が .。 や は り 狼 
作 大 と し て の テリ と の 攻撃 作 を 忘れ て は い ず 、 


自分 と 同じ くら い の 大 き さ の ネス ズ スミ 類 に 対し 
こも 、 ためらわ ず に か か っ て いく .。 き や ゃ し ゃ 
だ が , 僕 雅 で 人 な つこ い イ ヌ で ある 


アメ リカ ン トイ テリ ア (American toy ter- 
rier アメ リカ に だ けい る 小型 の テリ ア で 
お そら く , チワ ワ の 類 と マン チェ スタ ー の 類 
と の 交配 で つく られ た も の と 思わ れる 。 し か 
し 、 容 か た ちか ら も 、. 気質 か ら も , まっ た く 
の デリ ア て ある 。 賃 は 丸く な っ て お り 、, 史 は 
兵 く と が り 、 上 鼻先 は 黒く 小さ い 耳 は 立っ て 
いる 。 日 は チワ ワ か ら 受 けつ い だ 大 き な ど ん 
くり まな こ を し て いる 。 体毛 は 短く 密生 し て 
お り . 折 以 外 の 色 な ら 何 色 で も よい 


ヨー クシ ャ ー テリ ア Yorkshire terrier) 

1』ー キ ー の 名 で 親しま れ て いる が テリ ア の 
な か で は も っ と も 小さ い 部 類 に は いる 。 体高 
20 セ ンチ ほど , 体重 3 キロ 以下 で ある 。19 世 
紀 の 中 ご ろ に . スコ ッ ト ラ ンド か ら , 工業 都 
市 の ヨー クシ ャ ー な ど に 出 て きた 織 工 が 連れ 
て きた スカ イ テ リ ア が 基礎 に な っ て いる と い 
ぅ 。 その 長い 絹 の よう な 毛 は 合 華 で あり . く 日 
で 主 る イヌ 》 と いわ れる よう に 利口 で. し か 
も ふん い 気 を も っ た イヌ で ある 。 男 まし く て . 





気性 が さっ は り し て いる . 毛 の 色 は 鋼 青 色 。 


いわ れる 色 で 、 頭 と 肢 (あし ) は 焦げ 茶色 


オー スト ラリ アン シル キー(Awstralian si 上 
ド ヽ 2 シル オキ と も .,. シル キ ォ だ 
ど と も 呼ば れる .。 オ ドラ 旧家 避 (まる つの 
デリ が いで 。 1 うつ は ほほ とれ で あり 、 も も う づ 1 う 
は オ スト ラリ アン テリ ア (Australian te- 
rrier) と いっ て や や 体毛 の 短い も の て で ある 

シル キー は ,. ヨー キー と , オ スト ラリ アン 
ぇ カイ テリ ア の 混血 と 思わ れ .、 体 は 長く 

朗 生 どおり 絹 の よう な 手 ざ わり で ある .。 色 は 
胴 が 杏 で 、 そ の 他 は 赤褐色 だ が 、 顔 は や や く < 


すん で いる 。 体高 25 セ ンチ 、 体 宣 4.5 キロ 以 


ド と いっ た と ころ で ある 。 断 財 す る 


トイ フー トル (Toy poodle カー ドル は 
た き さ に よっ て 3 つ に 分 けら れる が その い 
ちば ん 小さ いも の が これ で ある . 体高 25 セ ~ 
チ 以 下 で 。 小型 大 の 特徴 と し て 、 額 が 高く な 
り . 日 が と び だ し て いる 。 小さ い が あ いき 』 
ぅ が あっ て 、 利口 な の で 愛好 者 も 多い 。 イキ 
リス に 松 嘉 と いう キノ コ を 狩る の に 使わ れる 
ィ ヌ が いる が 、 こ れ も ト イブ フー トド トル の 仲間 7 
と いわ れる 。 毛 の 色 は 白 が よい 。 断 尾 する 2 3 
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礁 種 大 


守 大 に た くさ ん の 大 種 が ある と いう こと は . 
速い むか し か らい ろ い ろ な 大 種 ど うし の 混血 
が 行なわ れ . そこ か ら 生 まれ た 新しい タイ ブフ 
の イヌ が 人 間 に よ に 固定 され て きた と いう 
- と に ほか な ら な い 。 混血 し て で きた 大 種 を 
純血 種 と し て 扱う た め に は . 人 間 が 1 つ 1 つ の 
た 種 に つい て 規格 を つく り 。 それ に 当て は ま 
る も の だ た け を 純血 と 呼ぶ こと に な る .。 逆 に い 
て 箱 種 大 と いう の は ご どの 大 種 の 規格 に # 
て は ま ら な い イ ヌ と いう わけ で ある 。 その 
組み 合わ せ は な ん で も よ 異な る 純血 種 』 
) し で も 、 純 血 と 和 雑種 で て も. 雑種 どう し で も .、 
そこ か ら 生 まれ る 子 イ ヌ は すべ て 雑種 と な る 

か つて は この 異種 交配 に よっ て 。 新しい 
大 種 を つく り だ す 努 力 が され た し , 現に 多く 
の 大 種 が つく られ し か し 、 あらゆる 組み 
人 な わせ が 試み られ て し まっ た 現在 で は 、 そこ 
か ら 新 し い 大 種 を 望む こと は むず か し く な 


に いる 


純血 種 に 出る 突然 変異 


し か し , 現在 で も 異 大 種 洋 の 変 本 は 。 特定 


の 状況 の な か で は 行なわ れ て いる 。 そ の 1 つ 


ょ 、 あ る 大 種 が 絶 減 に ひん し て いる 場合 て 
その 大 種 を 再 遇 する た め に . 回 じ よ うな 特性 


ょ スズ た. よく 似 た 大 種 の 助け を か り る が 、 

の と き , きび 【 い 海 潜 を し て , も と の 大 種 
か ら 少 し で も 遠い も の は の ぞい て し まう 

も う 1 う は 、 速力 と か 耐久 力 と いっ た . は 

きり し た - 点 を 改良 する た め に ,、 ある い は 
供 下 し て し まっ た 能力 を 高め る た め に かつ 
- そ の 大 種 を つく る と き に 交配 し た 大 種 に 、 
も う 上 度 交配 する こと が ある 。 その 2 つの 場 
人 な た けし か 異種 交配 | は な い 

こん な 生物 で も そう だ が . 祖先 の も # て い 
た す は らし い 能 力 の 影 衝 は 、 世代 が た つ に つ 
れ て 奏 え て い それ は 遺伝 の 影響 する 数 字 
を 見 れ ば は っ きり する が 、 両 親 の それ ぞ れ 25 
バー ゼ セント す つ が 子 と も に 影響 する と 推測 さ 
れ て いる 。 それ が 次 の 世代 で は , 初代 の -- 詞 


の 親 の 影 衝 は 6.25 バ パー セッ > 








ト となり. その 次 
の 世代 で は 1.55 パ ー セ ト 、 4 代 を 経た その 
次 の 世代 て は 、 初代 の 祖先 の 数 は 16 と な り 、 


虹 初 の 代 


の り --[ 中 の 血 は 0.39 バ ー セ ント で し か 
GEM に SIG 


し か し 。 い くら 影 衝 力 が 攻 く な っ た と こと 【 





中佐 質 は い ) も の 世代 を と び こ えて 突 
に 直 わ れる 。 理論 的 に は 純血 竹 で ある イヌ 
が 、 突然 。 異種 を 生む こ と が ある 。 と くに イ 
4 の 場合 に は よく 起こ り 、 何 世 代 も 前 の 祖先 
- れ を 擬似 


そっ くり な 子 を 生む こと が ある 


容 種 【 注 2 と いう 





槍 種 の ほう が 能力 が ある か 


いわ ゆる .。 ふつ う の 和 雑種 太 は 、。 
の 結果 生ま れ た も の て 


さま て ある 。 しかし. 


働 味 の 配合 
その 外観 は 種々 さま 
も と の イヌ が な ん だ か 
わか る よう な タイ ブフ ブ の も いる 
槍 種 大 に は 、 番犬 と し て も . ある い は その 
他 の 仕事 を させ て も 、 たいへん うま く や る イ 
メス か た くさ ん いる 。 し か し . その こと で 、 雑 
種 の ほう が 純血 種 よ り も すぐ れ て いる とい 
) 詩 い 坊 は まっ 7 当たら な い .。 確か に . サ 
カス 大 や 学者 大 な ど に も 使わ れ て お り . 雑 
種 は 利口 で 純血 より も 能力 が すぐ れ て いる 。 
思わ れ が ち だ が . そん な こと は な い 。 雑種 の 
まう が 手 に ば いり や すい と いっ た まで で あ 
る 。 し か し ., 雑種 大 を の ら イ ヌ 化 させ る と ., 自 
作 法 の な か で 強い も の だ けが 生き 残り 、 強 
いも の か 繁殖 し て いく こと と ., 雑種 強勢 が 起 
り 、 病 気 な ど に 強く な る と いつ た こと は ある 
稚 種 は 、 商 品 価 値 が な い の で 、 な い が し ろ 
- さ れ て 野 大 収容 所 で 殺さ れ て し まう 場合 
多い 純血 種 か 稚 種 か と いう こと で 、 人 の 人 気 
持 が 変わ る こと は 悲し いこ と で ある が ., それ 
も 現実 で あろ う 。 し か し 、 形態 的 に 規格 に し 
ば られ て いる 純血 種 は 骨董 品 で あり , 逆 に 
礁 種 大 が 、 本 米 の 意味 で の 生き た イヌ で ある 


と も いえ る 











ーーーー カ ラー ペー 解 用 


イヌ は な ぜ 人 に 飼 わ れる か 


現在 の われ われ が も の 心 つ いた と きか 
ら , イヌ は すでに 身近 に 飼 わ れ て お り , 
その 飼 わ れ て いる 状態 が 特別 な も の だ と 
は 少し も 思っ て いな い 。 しかし, 考え て 
みる と 、 路 乳 だ け で も 4000 て 5000 種 と 
いわ れる ほど た くさ ん お り , その な か か 
ら ご くい くつ か の 動物 だ けが 人 間 と の つ 
な が り を 深く し て いる と いう の は 不思議 
で ある 

現在 、 家 畜 と な っ て いる 動物 あ 、 かつ 
て は 野生 で あっ た 。 人 間 の 生活 に 余裕 が 
出 て きた と き に , 人 間 は これ ら の 動物 を 
た だ 狩猟 の 対象 と する だ け で な く 、 仕事 
の 手助け を させ , また 毛皮 や 食用 の 肉 を 
供給 する た め の た くわ えと し て つか ま 
え , 家畜 と し て いっ た 。、 は じ め か ら , 野 
生 動 物 を 家畜 に 馴 致 で きた わけ で は な か 
ろう か ら 、 何 代 も か か っ て その 子 拉 を 家 
畜 と し て いっ た も の で あろ う 。 


家畜 の 例外 一 イヌ と ネコ 


人 間 に と っ て 直接 利益 を れる たらす 家畜 
と いわ れる 動物 の な か に 、 2 つの 例外 的 
な 存在 が ある 。 そ れ は イス ヌス と ネコ で あ 
る 。 イ ヌ と ネコ は , 人 間 に 捕 えら れ て 家 
畜 と され た の で は な く 、 自然 に 人 間 と 共 
生 す る よう に な っ た も る の で ある 。 そ し 
て , 人 間 の 生活 の な か に と け こ ん で し ま 
っ た 家畜 で も ある 。 

ネコ が 人 間 に 近 づい た の は , イヌ より 
も ゃ ずっ と 新しく て , 紀元 前 数 千年 前 と い 
われ て いる 。 ネコ は 人 間 の 住居 に は いっ 
て き て も , 少し も ゃ じゃ まで は な いし , し 
か る 動作 に は か わい らし さや 、 愛 すべ き 
も の が ある 。 そ の うえ , 人 間 に 大 き な 損 
害 を も た ら す ネズ ミ を 捕え る と いう 人 能 
が ある た め に , と くに 珍重 され て きた 。 
エジプト か ら ギ リ シ ャ 。 ロー マ を 経て , 
北 ヨ ー ロ ッ パ に も る は いっ た も の で ある 。 

と ころ で イヌ は どう か と いう と , 人 類 
が まだ 穴 居 生 活 を し , 小さ な 部 落 を つく 
っ て 原始 的 な 生活 を 送っ て いた 時 期 に 


カラ ー ペ ー ジ 注 


[ 注 1 〕 イヌ の 体毛 の 有無 ^ 呈 い 地方 
の イヌ に だ け 無 毛 の ちの が で る わけ で は 
な く , 寒暖 に 関係 な く で る 遺伝 性 質 の 1 
つ で あっ て , 突然 に 無 毛 の イス が 生ま れ 
る こと も ある 。 し か し , 寒い 地方 や 温和 淀 
で は , 冬 の 塞 さ に 耐え る こと が で き な い 
か ら , 無 毛 種 は 消滅 し て し まう 

[ 注 2] 擬似 雑種 純粋 種 に よく 似 た 
形態 の 雑種 固体 。 そ の 姿 や 性 質 な どの 表 
現 性 は 純粋 種 に よく 似 て いる けれ ども , 
遺伝 的 に は 、 他 の 種類 の 性 質 が 潜在 し て 
いる も の を いう 。 画 (内 田 訓 ) 














内 田 享 


人 類 の 部 落 の 付近 に 群れ を つく っ て 移動 
し て いた と 思わ れる 。 

そし て , 人 類 が 狩猟 を し て , 肉 や 毛皮 
な ど を と っ た 残り を 捨て た も の を , 夜 に 
な る と あさ っ て いた の だ ろう 。 ま た えさ 
の な いと き に は 人 葉 か ら 栄 養 を と っ た こ 
と も 考え られ る 。 現在 で も 熱帯 地方 に い 
る パリ ア 犬 に は み ら れ る こと で あり , 未 
開 地 方 の の ら イ ヌ が や っ て いる こと で あ 
る 。 と に か く ,、 人 類 が 捨て た も の を イス 
が 食べ て も 、 人 類 に と っ て は 被害 が な い 
どこ ろか , 人 類 部 落 の 近く に 野生 犬 の 克 
れ が いる と いう こと は 清掃 の 意味 か らい 
っ て も 利益 で あり 、 も っ と 大 き な 利 益 
は , 人 類 に 危害 を 加え る よう な 猛獣 が 肖 
落 に 近づい て きた と き , 人 より る ゃ 先 に イ 
ヌ が 気づい て ほえ 声 で 仲間 に 知ら せる 、 
その 声 は 人 類 部 落 に も 等 戒 の 知ら せ と な 
っ: だ の のみ 5 

さら に , 人 類 が 、 シ カ そ の 他 の 草食 淡 
を 狩り に いっ た と き , イヌ の 群れ は 人 び 
と の 動き を 見 て 、 人 類 が 捨て て いっ た 徐 
物 の 残り を 食べ る た め に 人 びと が 夫 る の 
を 待っ て いた と 思わ れる 。 さ ら に 進ん 
で , 人 と イヌ と の あい だ に な れ が 生じ 
て , 人 類 が 狩猟 に 出かけ る と き に は , イ 
ヌ の 群れ も つい て き て , 人 類 が 追い か け 
る オオ ジ カ な どの 行く 手 を 、 イヌ の 群れ 
が ふさ ぐ , と いう よう な 段階 も あっ た ろ 
う 。 と に か く イ ヌ は 、 仲間 と いっ し ょ だ 
っ た り , 味方 が いる と き に は , 実に 田 敢 
に 敵 に 対す る も の で , 強大 な 相手 に も 向 
か っ て いく 性 質 が ある 。 こ の よう な 性 質 
の イヌ は , 狩猟 に よっ て ずっ と 人 類 の そ 
ば 近く に 近づい た と 思う 。 


イヌ は 人 が 好き だ っ た 


また , イヌ と いう 動物 は 、 遺 伝 因子 が 
非常 に 多い よう で , イヌ の 形態 , す な わ 
ち 姿 の 大 小 、 匠 (ふん ) の 長短 、 耳 の 
形 、 モ の 長 さ や 色彩 に 変異 が ある よう 
に 、 性質 に も 変異 が ある 。 

と くに 興味 の ある こと は , 人 類 と 同じ 
よう に 、 他 の 種類 の 動物 に 対し て , 本 来 
好き きら いと いっ た 嗜好 が ある こと で あ 
る 。 た と えば , 牧羊 大 の 種類 は 、 生 来 ヒ 
ツジ に 対し て 嗜好 を も ち , ダル マテ ィ ア 
ン は ウマ が 好き で ある 。 ま た , ニワ トリ 
の 好き な イヌ も いれ ば 、 昆虫 の チョ ウ が 
好き な の も ある と いわ れ , 嗜好 の 点 で は 
他 の 動物 に くら べ て 人 類 に 似 て いる 。 そ 
の こと か らし て , 原始 時 代 に 人 間 を 好き 
で あっ た イヌ が いた と し て も る 不思議 で は 
な い 。 人間 に イヌ 好き や ネコ 好き が ある 
よう に , イヌ に は 人 間 好 き が 多い の か る 
し れ な い 、。 








私 た ちの 仲 問 


犬神 アヌ ビス 像 エ ジ プ 
ト の ツタ ンカ ー メ ン 王 の 
墓 か ら 出 た も の 紀元 前 
1350 年 ころ 木製 彩色 





これ ら の 条件 が そ な わ っ て きた と き 
に , 原始 生活 を し な が ら ゃ も 、 多少 生活 に 
余裕 が で きた ある イス ヌス 好き な 人 びと は 。, 
イヌ を 育て 始め た の で あろ う 。 育 て られ 
る イヌ の 子 の な か で , 人 好き で な いも の 
は 成 犬 に な っ た と き 野 生 の 洋 れ に は いっ 
た で あろ う が , 人 好き な イヌ は 、 そ の 飼 
い 主 の 家 を 自分 の 家 と し て お ち つ き , 外 
来 者 に 対し て 和 成 の 姿勢 ん と る よう に な 
っ : だ ろう 。 

この よう に 人 類 に 飼 わ れる , と いう 生 
活 を 幾 代 も し て いく ぐ こ と に よっ て , イヌ 
は 人 類 か ら 離 れ て は 生活 し に くく な り , 
飼い 主 と 飼 い イ ヌ と の 関係 は 深く な っ て 
いく 。 イ ヌ と いう 動物 は , 孤独 で 生活 す 
る 動物 で は な いか ら , イヌ の 料 れ に いな 
けれ ば 、 人類 の 生活 の な か に は いら な い 
で は いら れ な い の で ある 。 

そこ で 人 間 は , 家畜 と な っ た イヌ を 番 
犬 と し て , 狩猟 大 と し て 用 いて いる うち 
に , イヌ の な か の さま ざま な 性 質 を うま 
く 引 きだ し て , いろ いろ な 目的 の た め に 
使う よう に な っ た 。 イ ヌ の ほう で いえ ば 
それ ぞ れ の 使用 目的 に 合う さま ざま か 形 
質 に な っ た と いう こと で ある 。 そ れ ら は 
愛玩 犬 で あり , 稚 賞 大 で あり , その ほか 
の 使役 大 な ど と し て , た くさ ん の 品種 が 
で きた の で ある 。 


し あわ せ は 飼い 主 と 過 ご す 時 間 


この ご ろ は だ いぶ 少な く な っ た が , 子 
イス が 捨て て ある こと が ある 。 そ こ を 通 
りか か る と クン クン と 小さ な 肢 (あし ) 
で あと を 追っ て き て 、 か わい らし さと か 
わい そう さ で 無視 で きず 、 か と いっ て 連 
れ て 帰っ て 飼う わけ に も いか ず と 、 ハム 
レッ ト 的 に 悩ん で , 目 を つぶ っ て 足 ば や 
に 通り すぎ る 、 こ ん な 経験 は だ れ に も あ 
る も の だ 。 し か し , こ ん な ふう に 人 間 を 追 
う 動 物 は ほか に いな い 。 こ れ は 人 類 と イ 
ヌ 族 と が 、 有 史 以 前 か ら 共 同 生 活 を し て 
きた と いう 証拠 の 一 例 と も み ら れ る 。 

「 見 も 知ら ぬ 人 に も な る る 犬 の 子 に な ど 
か 側 の 心 な か らむ 」 と いう 歌 も ある よう 
に 、 人 功 い 主 が どん な 人 物 で あろ うと 飼 わ 
れ て いる 以上 その 飼い 主 を 慕っ て いて , 
し か も 忠実 で ある 。 孔子 も 「 見 ハ ソ ノ 母 

















/ 表 キ ラ 嫌 ハズ 、 犬 ヘソ ノ 主 ノ 貧 ナル ラ 
控 バ ズ 」 と いっ て , 物質 的 な 待遇 に は 左 
右 さ れず 、 た だ 飼い 主 の み を 墓 う こと を 
記し て いる 。 

行動 生物 学者 の コン ラー ト ・ ロ レン ツ 
も 「 イ ス ヌ を 飼う な ら ば 、 粗食 を させ て も 
よく , 小さ い ゆい 部屋 に 入れ て お いて も よ 
い 。 しかし, 1 日 の うち ,、 あ る 一 定時 間 
は イヌ と いっ し ょ に いて や ら な けれ ば な 
ら な い 。 イ ヌ は それ だ け で 満足 する で あ 
ろう 」 と 述べ て いる 。 実際 に イヌ と いう 
動物 は 飼い 主 が じゅ うぶ ん 心配 り を し 
て や れ ば , 他 の イヌ と の 接触 な し で も , 
満足 し て 生活 する よう な 完全 な 人 間 の 協 
力 者 と な っ て くる の で ある 。 

飼い 主 が 死ん だ と き に , その 慣 体 を 守 
っ て 、 そ の 場 を 離れ な か っ た 話 、 また , 
その 誕 体 を 葬っ た 墓所 を 守っ た り し た 事 
実は た くさ ん 伝え られ て いる が , 人 と イ 
ス えと が 意気 投合 すれ ば 飼い 主 で な い 場 合 
に も 起こ る の で ある 。 

ウィ ー ン 大 学 の 動物 学者 、 カ ン メ ラー 
教授 は , 動物 は 愛す る が 、 人 づき あい が 
加 か っ た 。 こ の 学者 が 自殺 する 直前 , だ 
れ に も な つか な い 2 匹 の の ら イ ヌ と すぐ 
仲良 く な っ て , 教授 が 自殺 し た と き , 2 
匹 の イヌ が 旋 体 を 守っ て 、 他 人 が 近寄る 
と 激しく 攻撃 し て 始末 に お えな か っ た と 
いう 。 人 間 の な か に も 、 イ ヌス に な じみ や す 
い 人 と な じみ に くい 人 が ある わけ だ 。 
わた し が 昭和 の は じ め に ヨー ロッ パパ へ 
いっ た と き , 当時 ウィ ー ン 大 学 の 動物 学 
教授 で あっ た ヨゼフ 博士 の 家 に 招 か れ た 
こと が ある 。 教 授 夫 妻 に は 子ども が な 
く , ワイ アヘ アード フォ ックス テリ ア を 
1 匹 か わい が っ て 飼っ て いた 。 第 二 次 大 
戦後 、 わ た し は 博士 夫妻 の 安 合 を た ず ね 
た と ころ ユダ ヤ 人 で あっ た た め に , ナチ 
ス の 圧力 が まし て きた と き に 、 愛犬 を 作 
っ て 夫妻 は 自殺 され た と 聞い た 。 飼い主 
と 運命 を と も に し た 例 で ある 。 

パブ ロフ の 胃液 分 泌 の 反射 作用 の 実験 
は 有名 で , イヌ に 食べ 物 を 与え る と き に 
必ず ベル を 鳴ら し て か ら 与 えて いる と , 
し ば らく する と , ベル を 鳴ら し た だ け で 
イメ は 胃液 ある い は 嘩 液 を 出す よう に な 
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私 た ちの 仲間 


ピー ブチ アン アンデ デ テク :, 
子 グ グマ は 外 べ ん けい 


外 に 出る と 、 ど ん べ え の 表情 が ガラ リ 
と 変わ っ た 。 

どこ か が ゆる ん で いる 部 屋 の 中 の 柔和 
さ が 消 え , よほど の こと が な けれ ば 目 に 
白い 部 分 が 現われ な か っ た 。 あ の 愚 い 丸 
い 目 で 正面 を 見 すえ 、 心 持ち 目 が 小さ く 
見 えた 。 

音 に 対し て も 格段 に 敏感 に な る 。 違う 
音源 に 対し て , 片方 ずつ , 耳 が ビリ ッ ヒ 
リッ と 反応 し た り し た 。 

何より る 目立つ の は 算 で ある 。 と きど 
き 風 上 へ 向け て 曲げ 、 風 の 匂い を 満足 が 
いく まで 嘆い だ 。 そ ん な 時 , 糞 面 に 深い 





る と いう も の だ が 、 と に か く , イ ヌ は いろ 
いろ な 実験 の た め に 手術 台 の 上 に の せら 
れる こと が 多い 。 し か し , ロレ ン ツ 博士 
は 手がけ た イヌ を 手術 台 に の せる こと は 
し の びな いと いっ て いる 。 な ぜ か と いう 
と 、 イ ヌ は 手術 され る こと を , 何 か の 懲 拓 
だ と 思う か ら で あ る , と いっ て いる 


イヌ は 利口 か 、 さほど で は な いか 


愛犬 家 と イヌ の 心理 学者 と の あい だ 
に 、 大きな 意 見 の 相違 が ある 。 それは, 
愛犬 家 は 日 常 生 活 の 経験 か ら 、 イヌ は 利 
ロロ で ある と 主張 し , 学者 は , 実験 の 結果 
か ら ,、 イヌ は それ ほど 理解 力 が 高い と は 
いえ な いと 結論 する か ら で あ る 。 

と ころ が ,。 わ た し に いわ せれ ば , これ 
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た て 鍛 が 寄り 。 ど ん べ え に は 大 型 の 肉食 
獣 らし い 精 翌 さ が あふ れ た 

興味 深い の は 、 外 で は か ら だ に 触れ さ 
せな いこ と だ っ た 。 家 の 中 と 同じ よう な 
調子 で た わ む れ よ うと する と 、 僕 に さえ 
荒 々 し く 抵抗 し た 。 爪 を 絶対 立て な く な 
っ て いた の に , で は 力 が 入っ て いて , 
僕 の 皮膚 に みみ ず 放 れ が 出来 た 。 

クマ は 爪 を いろ いろ な 用 途 に 役立て 
る 。 植 物 の 根 を 掘っ た り , スイ カ を 割っ 
た り , 食物 を 捜す 際 に 使う 。 む ろ ん 攻 撃 
の 武器 に も な る 

その 爪 は 後 足 より も 前 足 の も の が 見 事 


は 両方 と も 正しい の だ 。 イ ヌ は 、 扱 う 人 
に よっ て 非常 に 利口 に も な れ ば , あま り 
反応 を 示さ な いこ と も ある か ら で あ る 。 
イィ イヌ が 慕っ て いる 飼い 主 に 対し て は , 
その 感覚 に よっ て , 飼い 主 の 表情 、 動 
作 、 そ の と き の 気 分 、 望 ん で いる こと まで 
鋭く 察知 する 場合 が ある 。 飼 い 主 が 家族 
に 話 を する 以前 に 、 ま た イヌ に 命令 する 
より 前 に , 飼い 主 の 意 に 添う よう な 動作 
を し , 行動 を 起こ すこ と が ある 。 実際 , 
こん な 場合 に は , 一 を 聞い て 十 を 知る と 
いう こと ば その まま の 利口 さ で ある 。 ィ イ 
ヌ に と っ て の 飼い 主 と は , こ の うえ な い 
親しい 相手 で 、 必 然 的 に 飼い 主 の 表情 や 
動作 な ど に 敏感 に な る の で あり , この と 
き の 勘 は 人 間 以 上 に 鋭い も の が ある 。 
- 方 , 学者 が イヌ に 対す る 場合 は 、 学 





戸外 に 出る と 、 ど ん べ え の 表情 に は , 野性 の 精 翌 さ が あ ふれ た 





畑 正吉 


で 、 素 晴らし い 曲 線 を 描い て 深く 肉 に 固 
定 さ れ て いる 。 ネ コ の よう に 独特 の 肉 の 
さや に 収め られ は しない が, 落葉 か き の 
熊手 に 似 て 、 が っ ちり 固定 され て いる わ 
け で は な い 。 そ の 強度 は 随意 筋 に よっ て 
コン トロ ー ル され て いる の で ある 。 使用 
する 時 だ け 、 破 壊 力 を 秘め た 手 釣 に な 
る 。 

普段 は カカ を いれ ず , 指 の 先 で プラ ブラ 
し て いる 。 眠っ て いる 時 の 幼児 の 指 そっ 
くり で ある 。 手首 を つか まえ て 所 す る 


と , 爪 が 勝手 な リズ ム で 揺れ 、 お 互い に 
ぶつ か り 全 っ て , カチ カチ 音 を た て た り 


: 


者 が 飼い 主 ほ ど イ ヌ に 親しく な い 場 合 が 
多く 、 ま た テス ト の 内 容 も イヌ の 日 常 生 
活 に 関係 が あま りな いこ と だ か ら 和 気持 を 
働か せな い 。 も し 関係 あっ た と し て も 相 
手 が 飼 い 主 で は な いか ら 、 そ れ は 自分 と 
は 関係 の な いこ と で ある と いう 受け 止め 
方 を する 。 た と えば , 好き な 食べ 物 を る 
ら う 場合 で も , 飼い 主 に も ゃ もら うと き は 大 
喜び する が 、 見 知ら ぬ 人 が 与え た も の は 
食べ な いこ と も ある ,、 と いっ た ぐあい に 
で ある 。 人 研究 者 の 実験 場 で は 、 イヌ の 感 
覚 や 行動 の すべ て が 発揮 され て い ず , そ 
の た め あ まり 利口 で は な い , と いう 結論 
に いた る わけ で ある 。 

これ は 経験 され た か た も 多い と 思う 
が , 飼い イヌ は 、 飼い 主 の 家族 で も , あ 
まり イス に 親しみ を も っ て な い 人 が いく 














する 。 

鳥 の 家 の 床 は ラワン で 張っ て ある が 、 
どん べ え の 足音 で 外 の 気配 が わか り も す 
る 。 機 議 が いい 時 に は , 爪 が 固定 され て 
いな いか ら , 歩く 度 に や わら か く 床 を 呈 
いて , 乗馬 用 の 拍車 を つけ る か 、 野球 の 
スバ イク を は いた 人 が コン クリ ー ト の 上 
を 歩い て いる 音 が する 

カチ ャ , カチ ャ 、 カ チャ …… 5 

音 に は 微妙 な 強弱 が あり 、 それ を 聞い 
て いる と 完全 武 凌 し た 人 が 、 その 姿 に ふ 
さわ し く な い 平 和 な 家庭 に ま よ いこ ん だ 
気 が し て な ら ぬ 、 し か し , こう いう 時 こ 
そ 鳥 の 家 は 平生 無 事 な の で ある 。 

外 に 異様 な 気配 が 辿る と 、 ど ん べ え は 
- 取 ビタ リ と 動き を と め る 。 と 同時 に 、 
息 を 深く 吸い こん で 呼吸 も と め る 。 

2 秒 、3 秒 、 4 秒 ……. 

どん べ え は まだ 長い 間 緊 張 に は 耐え ら 
れ め ぬ 。 急 に 激しく 息 を ふう っ と 吐き , ロ 
を と が ら せ 、 

の の sa2 員 

と 、 聞 き と れ ぬ ほ どの うな り 声 を 上 げ 
る 。 興 奮 の 度合 に よっ て は , よだれ が 2 
滴 、 3 滴 と し た た り 落 ちる 。 

壁 に そっ て せ か せ か 部 屋 を 回 り 始 め る 
の は それ か ら で あ る 。 愛 敬 の ある 内 ま 
た 歩行 法 は 変わ ら ぬ が , 首 か ら 背 に か け 
て の 毛 が 逆 立っ て いる 。 

ヒグマ が 内 また で 歩く に つい て は , 猟 
師 の 間 に 俗説 が ある 。 雪 の 上 に 残さ れ た 
足跡 か ら 性 別 を 判断 する 際 、 

マッ ツ グ に 近けれ ば オン タ だ し , こう 
内 また の 度 が ひど けり ゃ メン タ だ べし 」 

と 言う の で ある 。 む ろ ん こ れ は 信じ ら 
れ め ぬ 。 最 近 で は 人 間 の オン タ で も 内 また 
で 歩く し 、 濃い 化粧 な ど し て よろ こん で 
いる の だ か ら 。 

さて 、 外 の 気配 に 気 を 取ら れ て いる ど 
ん べ え は , 例 の スパ イク の 音 を た て な く 
な る 。 計測 し た わけ で は な い が , 横 か ら 
すか し て みた 僕 の 観察 で は 、 堂 球 の た け 
が 高く な っ て いる 。 爪 は な ろ ん ぐ っ と 上 





ら 飼 い 主 と 同じ よう な 表情 や 動作 を し て 
も , 無関心 で いる 場合 が 多い と いう 。 イ 
え ヌ は 親しい 人 に だ け 感 覚 的 に 特殊 な 期 が 
働く の で あっ て , 人 間 の よう に , 理性 に 
よる 判断 力 に よっ て 表情 や 動作 を 理解 ず 
る こと は で き な い か ら , イヌ の 利口 と い 
う の を , 人 間 の 利口 と いう 意味 で は か る 
と 違っ た も の に な っ て し まう 。 

イヌ が 人 類 の 家畜 と な っ た の は , 1 万 
年 ほど むか し と いわ れ て お り , その 長い 
年 月 の 問 に 人 類 と イヌ と の 関係 が で き あ 
が っ た の で ある 。 よ く < 犬 畜生 > と い 
う が , これ は イヌ を 畜生 [動物 の 総称 ] 
か ら 区 別して 、 人 と 畜生 と の 中 間 に 位置 
させ た こと か ら , 畜生 に , あえ て イヌ と 
いう こと ば を 加え た の だ と いう 説 る ある 
ほど , 人 の 生活 に 近い 動物 で ある 。 画 














に 引き 上 げ ら れ て いる 。 

だ か ら 全 然 足 音 が し な い 。 1 
い 割 に は ひそ や か で , 部 屋 の 中 を ぐる 
る 風 が 渦 佐 いて いる 不気味 さ が あ る 。 

前 足 の 爪 が 長い の は 単なる 飾り で は な 
か っ た 。 ま ず 前 足 が 発 騰 し て き て , 一 月 
る 経た ぬう ち に 僕 の 腕 よ り 太く な っ た 。 

それ と 共に , 胸 の 筋肉 が すさ まじ い 速 
度 で 発達 し て きた , 日 短 に ぐい っ ぐい っ 
と 盛り 上 が り , 太い 丸太 を 装着 し た よう 
に な っ た 。 僕 は その 胸 に 触れ る 度 に , 

「 ま っ た く コ ウ モ リ だ な 」 

と ひと り 咳 いた 

空 を 飛ぶ コウ モリ は , 下半身 の 筋肉 や 
容 官 が 極度 に 節約 され 、 翼 を 動か す 胸 筋 
が ひど く 発 達し て いる 。 ど ん べ え の 皮 を 
むい た ら ,、 その コウ モリ の 丸裸 の 図 そ っ 
くり で あろ うど 思う た 。 

だ か ら で あ ろう か , 平地 を 走る ろ ス ビー 
ド は 僕 より 遅い が , 坂 を 谷 る 速 さ は 披 群 
で あっ た 、 太 い 腕 で 大 地 を 搬 き 、 一 気 に 
登っ て いく 。 登 坂 力 で は 、 僕 は どん べ え 
に シャ ッ ポ を 脱い だ 。 鎖 を 張っ て いな け 
れ ば , た ち ま ち 水 を あけ られ た 

鳥 は 広い 。 僕 の 家 が 建っ 83 る 浜 が 約 
5,6 町 歩 。 そこ か ら は 急 な 岸 に な っ て い 
て 、 上 の 人 台地 は 約 40 町 歩 ほ ど あ る 。 ど ん 
べ え が 逃げ た ら 大 変 な 人 数 で 扱 さ ね ば な 
ら ぬ の で , 僕 は 鎖 を つけ て 散歩 を させ た 。 

その 鎖 は 、 イヌ の 場合 と 同じ よう に , 
師 主 の 意志 を 伝え る 会 話 の 糸 で も ある 。 
その 系 を 通じ て , 飼主 へ の 服従 を 憶え さ 
せる の で ある 。 

野生 の 動物 は 、 成 長後 首輪 や 鎖 を つけ 
る と , も の すご ・ く 嬢 う 。 時 に は 自分 の 皮 
府 が むけ る ほど 爪 で く し , 鎖 を 史 み 。 
歯 を 折っ て し まう 場合 が ある 。 そ れ で 僕 
は , どん ベ え に は 皿 太 時 中 首輪 を つけ て 

る よう 気 を 配っ た し , 長い 鎖 を つけ っ 
放し に し て 置く よう に し た 。 

これ は 大 体 う まく いっ た 。 鎖 を 咳 むこ 
と も な いし , 首輪 を ひき ちぎ る こと も な 
か っ た 。 う む を 言わ さ ず 受け 入れ させ ら 
れ た の で ある 。 

し か し , 僕 が 鎮 を 引っ 張っ た らく る よ 
うに な っ た わけ で は な い 。 引っ張 ろ うち 
の な ら , 四 つ ん 革 い に な り , モ も を 逆 立 て 
て 反抗 し た 。 

うな る 。 品 か ら 白 い 泡 を 吐 中 ぐ 。 
り が 頂点 に 達する と , 命 さ 自ら ぬ と い 
っ た 風 な 目 作 苗 奈 な 動き を 層 た だ 
な ん て き う 年 光 し いも の じゃ な い 。 

ー 一 首 が 千 切 れ た っ て お れ の 責任 じゃ な 
WO だ 2 

そう 思っ て いる か の よう な 捨て 鉢 な と 
ころ が あっ た 。 

そう いう どん べ え の 野性 は 、 家 の 中 で 
は 眠っ て いて , 外 で は ちょ っ と し た きっ 
か け で 表 に 出 て くる の で ある 。 自然 の 子 
の 本 当 の 行動 は 、 や は り 自 然 の 中 で し か 
観察 し 得 な い の で ある 。 





けれ ど 今回 の 僕 の 目標 は 、 自 然 に 於 け 
る ヒグマ の 行動 学 に ある の で は な い 。 も 
っ と 異質 な も る の だ 

動物 が ある 行動 を 起こ す も る と に な る も 
の は , か ら だ の 中 で 眠っ て いる 。 そ れ が 
解 発 され る た め に は , ある 種 の 引 金 に な 
る 単純 な 刺激 が 必要 に な る の で ある 。 ま 
かる あの DS 半 の 

が 外 と 内 で は まる 
SuSE 
DP その 単純 な 刺激 を 受け 入 

る 条件 に な る の で は な か ろう か と 考え 
だ た だり ' も た 。 

僕 は どん べ え に 言っ た 
あの どの 」 

錠 を 引っ 張る 。 ど ん べ え が 沙 命 に 反抗 
する 。 僕 は 重ね て 言う 。 
VAVy 才 だ よこ さき あ くい) 

モー レツ な 反抗 を 僕 は 許す わけ に は い 


で 違っ た クマ に な る 





鎖 を 引っ 張 ろ う も の な ら , 四つんばい に な り 毛 を 逆 立 て て 反抗 し て きた 


か ぬ 。 さ り と て , 棒 で 打ち すえ て 一 緒 に 


歩く よう に も る し た く な い 。 いじけ た ヒ グ 


マ な ら 僕 は 要ら め ぬ 
その 矛盾 し た 気持 が 、' 鎖 に 手 心 を 加え 
させ る 。 と 言う より , 鎖 が ビン と 張っ た 


私 た ちの 仲間 





時 に , お 互い の 張り つめ た 心 が , 鎖 を 伝 
わっ て ゆき きす る よう な 気 が し た 。 
UE こも さて NG で ss ] 

僕 は 連呼 し 、 ほ ん の 少し ずつ , どん ベ 
え を 従わ せる よう に 仕向 け て いっ た 。 画 





夜 人 の 動物 た ち 1 半 人 半 馬 の " 射 手 と ナイ ル 川 を 泳い だ "や き ぎ " 


秋 と も な れ ば 空 も 澄ん で 時 を 見 る 機 
会 が 多い こと で し ょ う 。 た だ 油 類 と な が 
る と な ん の まとまり も な く , 2 
面 に 星 が ば ら ま か れ て いる よう で す が 、 
古く か ら 人 びと に よっ て , それ ら の 星 の 
間 を いろ いろ に 結び 合わ せ て ,、 さま ざま 
な 形 を 想像 し ,「 星座 」 と いう も の が つ 

くら れ て いま す 。 

古い ギリ シャ の 時 代 か ら 、 た くさ ん の 
星座 が 考え られ て きま し た が , 今日 一 般 
に 用 いら れ て いる 星座 は , 全 天 で 88 個 あ 
り ま す 。 そのうち, は ほ ば 半数 は 動物 で 
す 。 も ちろ ん 、 鳥 も 魚 も 虫 の た ぐい まで 
入れ て で す が ,、 その ほか に 人 間 の 名 まえ 
も あれ ば 、 道 具 や 機具 の 名 も る た くさ ん 用 
いら れ て いま す 。 と ころ が どう いう わけ 
か 、 植物 の 名 は ひと つも つけ られ て いま 
せん 

さて , それ ら の 動物 の な か で , お も し 
ろ い も の を 少し ずつ と りあ げ て お 話し て 
み ま し ょ う 。 

大 都市 で は スモ ッ グ な どの た め に , 見 
え に く く な り ま し た が , 秋 は 天の川 が る 
っ と る ゃ 美しく 見 える 季節 で す その な か 
で も , この ご ろ 真 南 に 見 える 「 射 手 」 座 
の あたり が 、 天の川 の も っ と ゃ 美しく , 
呈 も いち ば ん 広く 見 える と ころ で す 。 こ 
の 射手 座 と いう の は , キロ ン と いわ れ た 
半 人 半 馬 の 武 人 だ と いう こと で す 。 だ か 
ら 人 間 に 入 れ て よい の か 、 動物 に 入れ れ 
ば よい の か 、 よ くわ か り ま せん が , ギリ 
シャ 神話 な どか ら と っ た 星 の 名 に は , こ 
ん な 2 つの 動物 が くぐっ つい た よう な お も 
し ろ い 名 が 。 と きど き 出 て きま す 。 

この キロ ン と いう の は 、 の 名 人 で あ 
る ば か り で な く , いろ いろ な 武芸 の 達人 


射手 座 と 山羊 座 

で 、 む か し の ギリ シャ の 武将 た ち は 、 た 
い が い この 人 か ら 武 芸 を 習っ た と いう こ 
と で す 。 も ちろ ん , 馬術 $ 名 人 で あっ た 
こと で し ょ う 。 だ か ら わ た し が 想像 する 
に は , この キロ ン は どん な あばれ ウマ に 
乗っ て も , 決し て 落ち る と いう よう な こ 
eV 

「 あ の 先生 は 、 まる で ウマ と つなが 
っ て いる よう な も の だ 」 と で も いっ た の 
で し ょ う 。 そ ん な うわ さ が 、 何 年 何 年 
も の ちの 世 ま で 語り 伝え られ て いる うち 
むか し は ウマ と つなが っ 
て いた 人 間 が いた そう で すね 」 と いう ぐ 
あい に な っ て し まっ た の で は な いで し ょ 
うか 。 と か く 伝 説 と いう も の は , そん な 
調子 で だ ん だ ん 話 が お お げ さ に な っ て い 
く ev 

を は えば , この 射手 座 の 少し 東 の ほ 
と いう 星座 が あり ます 


SC ペア 


ウ の 4 「 山 羊 誠 」 


フラ ム ス チ ー ド 天球 図譜 (恒星 社 編 ) より 


が ,、 これ は 上 半身 が ヤギ で , 下半身 が 魚 
だ と いう こと に な っ て いま す 。 こ れる も 神 
話 に より ます と ある 日 、 ナイ ル 川 の ほ 
と り で 、 た くさ ん の 動物 の 神々 が 集まっ 
て 愛 会 を 開い て た と ころ へ , あばれ ん 坊 
の ティ ホネ ホーン (Tyhoon 一 台風 の 名 の 起 
こり ) と いう 怪物 が や っ て きた の で ,、 み 
ん な あわ て て 逃げ だ し まし た 。 

鳥 の 神々 は 急い で 空 高く 飛び た っ て い 
っ た し 、 急 の 神々 は ナイ ル 川 に と び こ ん 
で 逃げ て いき まし た 。 と ころ が , その な 
か に いた パ ア ン と いう ヤキ ギ の 神 は 逃げ 場 
を 失っ て ,、 あわて て ナイ ル 川 に と び こ み 
まし た が , も と も と 人 魚 で は あり ませ ん か 
ら , 頭 か ら 水 の な か に も ぐる わけ に ゃ るい 
か ず , 下半身 だ け を 水 の な か に 入れ て , 
あっ ちこ っ ちと 逃げ まわ っ て いる うち 
に , いつ し か 下半身 だ け 魚 に な っ て し ま 
うだ どい うと と を で すい 画 (天文 学者 ) 





33 一 WI 
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33 一 VH 


私 た ちの 仲間 





導 先 や 机 の 下 に いて , 家族 の 会 話 に 聞 
き 耳 を た て ,、 上 目 づ か い に な が め て は , 
と きど き 尾 を 振り ,、 クン クン な いた りす 
る イヌ が いる …… 。 こ ん な 光景 の ある 生 
活 を し た いと 願っ て いる 人 は , 少な く な 
いで し ょ う 。 


イヌ を 飼う 人 の 義務 





まず 知っ て お いて いた だ きた いこ と 
は 、 イヌ を 飼っ た ら , その と きか ら あ な 
た に は いろ いろ な 義務 が 生じ て くる 、 と 
いう こと で す 。 あ な た の 生活 の な か に , 
ィ イヌ と いう 家族 の 一 員 を 加え る こと で 、 
より 楽し い 生 活 が で きる か どう か は 、 あ 
な た と あな た の 家族 が その 義務 を 実行 
する か どう か に か か っ て いま す 。 
これ ら の 義務 の うち 主要 な も の は , 次 
の 3 つつ です 。 
① イヌ の 生活 を 保証 し 、 そ の 一 生 を 
家族 の 一 員 と し て 愛育 し , 見 守っ て 
や る こと 。 

②③ 世間 の 迷 上 に な ら な いよ うな 飼い 
方 を する こと 。 世 間 に は 、 イ ヌス の き 
らい な 人 も た くさ ん いる こと を , わ 
きま える べき で す 

③ イヌ を 飼う に つい て の 法律 や 規則 
を 守る こと 。 毎年 の 登録 や , 年 2 回 

の 狂犬 病 了 予防 注射 を する こと は も ち 

ろ ん で す が 、 各 部 道府県 に ある イヌ 

の 取締 り 条 例 も よく 守る こと で す 。 


飼う と き の 心 構え 





イヌ に は , それ ぞ れ の 特徴 が あり ま 
す 。 そ れ を あら か じ め よ く 調 べ て ,、 あな 
た の 家族 と も 相談 し て か ら , 飼う 種類 を 
決め まし ょ う 。 あ な た ひと り の 好み だ け 
で , 決め な いこ と が た いせ つ で す 
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あな た の 限ら れ た 生活 環境 の な か で 
その イス に 好ま し い 条 件 が 与 えら れ , あ 
な た と 家族 の 豊か な 愛情 を も っ て , 保護 
し 、 管理 し , し つけ を し 、 運動 させ 、 長 
い 年 月 生活 シ と も に し て いけ る 自信 が あ 
り ま すか 。 あ な た に 飼 わ れる イス は , そ 
の イヌ が きら いな 家族 の 人 と も , 一 生 つ 
き あ わ わ ば な ら な い の で す 。 

最近 で は 、 純粋 大 の 捨て イス さえ 、 全 
国 に ふえ て いま す 、。 雑 種 の の ら イ ヌ と と 
も に , それ ら が 起こ す 社 会 問題 は 、 すべ 
て 飼い 主 の 無責任 か ら 起 こる こと な の で 
す 。 あ な た の 家 で , その イヌ の 一 生 を 過 
ご させ て や る 覚悟 が な いと 、 イ スズ は 不幸 
な 生 涯 を 過ごし , 社会 の ざら われ も の 
に な る の で す 。 


/O 放 


ど 
の 
子 イ ヌ の 時 代 


生後 1 か 月 を 過ぎ る と 、 母 乳 か ら 少 し 
ずつ 上 離れ て , 離乳 食 に な り ま す 。 親 イヌ 
が いれ ば , 自分 が 一 度 食べ た も の を 吐き 
だ し て , 子 イ ヌ に 与え ます 。 

2 か 月 を 過ぎ る と 、 務 ら か いも の な 
ら 、 親 と 同じ 食事 を 食べ 始め ます , そろ 
そろ 親 か ら 離 し て も いい 時 期 で す 。 

子 イヌ を 選ぶ と き は 、 健康 が 第 一 。 元 
気 に 歩き まわ り , 毛 の つや が よく , か ら 
だ に 弾力 が か あり, 形 の ある よい 便 を し , 
よく 食べ , よく 眠る の が 健康 な 証拠 で 
す 。 不 健康 な る の ば か り で な く , 神経 質 
な も の , 肛 病 な も る の も 避け る べき で す . 

6 か 月 ころ まで は 発育 盛り で す 。 驚く 
ほど の 食欲 で す が 、 あ る 量 を 食べ れ ば や 
め る も の で す 。 こ れ が 1 回 に 与え る 量 の 
目安 に な り , 1 日 に 3 て 5 回 。 その つど 
食べ る だ け 与 えま す 。 た くさ ん 食べ た か 
ら と いっ て , むやみ に 大 きく な る わけ で 
は あり ませ ん 。 

逆 に , 小型 大 を より 小さ く 育 て よう と 
し て , 食事 を 減ら し 、 水 も ろく に 与え な 
い 人 が いま す が , 栄 枚 不 足 の 衣 れ な 病気 
ィ イヌ に な る だ け で 、 イス ヌ の 大 待 で す 





よい 食事 と と も に , 水 は 生活 に 欠か せ 
ませ ん 。 き れい な 水 を 、 い つ で も 飲め る 
よう に し て や り ま し ょ う 

し つけ は , 子 イ メス の と きか ら す る こと 
が た いせ つ で す 。 と くに 排 港 は 場所 を 決 
め て 、 汚物 を 刻 づ け て お いて や れ ば , い 
つも そこ で する よう に な り ま す 。 し つけ 
の 根本 は 、 人 を こわ が ら せ な いよ うに す 
る こと 。 呼 べ ば 、 すぐ その 人 の そば に く 
る よう に する こと 。 い け な い こと は ,。 し 
か り 声 で や め さ せ る こと が で きる よう に 
する こと 。 こ の 3 つ で す 。 根気 よ く 、 愛 
情 を も っ て すれ ば 、 よ くし つけ られ る も 
の で す 

屋外 で 飼う の で し た ら 、 は じ め か ら 外 
で 飼う こと で す 。 大 きく な っ て か ら 室 外 
に 出す と 、 ひ が みっ ぽく な っ た り , 気 が 
荒く な っ た りす る こと が あり ます 。 犬 舎 
は 夏 涼し く 、 冬 暖か く , 湿気 の な いと こ 
ろ が よく 、 一 方 に 右 が あり 安心 し て 休め 


る 場所 を つく っ て や り ま し ょ う 





成 大 の 時 代 


1 歳 を 越え る と 、 成 犬 時 代 に は いり ま 
す 。 イ ヌ は 人 間 と ほとん ど 同 じ 環 境 と 、 
食事 で 生活 で きま す が 、 元 来 肉食 献 な の 
で 、 動 物性 た ん ば く 質 が 主食 と な り ま 
す 。 食 事 の 20 て 25 パ ー セ ント の 肉質 、 7.8 
バ パーセント の 脂肪 、30 て 50 バ パー セン ト の 
溢 粉 質 、 そ の 他 繊 維 質 、 少 量 の ビタ ミン 
類 、 ミ ネ ラ ル 類 、 適 当 な 水分 な ど を 必要 
と し ます 。 体重 1 キロ に つい て , 1 H80 
て 140 カロ リー か 必要 で す が , 一 般 の 家 
庭 で は 、 これ くら い の 食事 は ふつ う 与 え 
られ て いま す 。 最 近 で は , 逆 に 栄 誰 の 与 
え 過 ぎ が 問題 に な っ て きま し た 。 犬 種 に 
合っ た ドッ グ ・ フ ー ド は 、 その 点 好適 な 
食物 だ と いえ ます 。 

大 型 大 は , 1 日 2 時 間 以 上 の 強い 運動 
が な いと , 健康 は 保 て ま せん 。 小 型 犬 で 
も る 、 そ れ 相 当 の 運動 が 必要 で す 。 イ ヌス は 
飼い 主 と い っ し ょ に 戸外 を 散歩 する の が 
大 好き で すか ら 、 1 日 1 回 は , ぜひ 出し 
て や り ま し ょ う 。 庭 が 広く , 放し 飼い に 
され て いて も そう で すか ら , まし て マン 
ショ ン の 一 室 が 唯一 の 世界 に な っ て いる 
よう な イス は, いつのまに か 元気 が な く 
な り , お ち つ か ず , 気 も 荒く な り , む や 
み に ほ える よう に な り ま す 。 一 種 の ノイ 
ロー ゼ で す 。 戸外 の 広い 世界 で , 多く の 
人 や 他 の イヌ ・ ネ コ 、 町 の よう す な ど を 
見 た り ,、 か い だ り , 聞か せ た り する こと 
は , だ いじ な 健康 法 な の で す 。 

で きれ ば , 1 日 1 回 プア ラ シ を か け , ク 
シ で 毛 を すい て や り た いも の で す 。 入浴 
る 夏 は 週 に 1 回 ぐ らい 、 冬 で も 月 に 1 回 














ぐら い は させ て , 清潔 に し て や り ま し ょ 
う 。 入浴 が で き な け れ ば , ぬれ タオ ル で 
よごれ を ぬ ぐ で っ て くだ さい 

雌 イ ヌス は , 生後 7.8 か 月 ころ に は じ め 
て の 発情 が あり , 2 週間 ぐら い 続 きま 
す 。 発情 は , 年 に 2 回 ある の が ふつ う 
で , 周期 的 に 起こ り ま す 。 そ の 終わ り ご 
ろ が 交配 の 時 期 で 、 妊娠 (に ん し ん ) す 
る と , 平均 63 日 で 出産 し ます 。 雄 イヌ に 
は 特定 の 発情 期 は な く 、 雌 イス の 発情 に 
刺激 され て , 不定 期 に 始ま り ま す 。 純 粋 
犬 の 雌 が 一 度 雑種 の 子 を 生む と , 次 に 純 
粋 の 雄 と 交配 し て も , 前 の 雑種 の 血 が 混 
ざっ た 子 が 生ま れる 、 と いう 俗説 が あり 
ます が ,、 まっ た く 根 拠 の な いこ と で す 。 
イス は 安産 の 守り 神 と され て いま す が , 
小型 犬 の 難産 は た い へ ん 多い も ゃ の で す 。 


老 犬 の 時 代 





イヌ は 10 蔵 を 過ぎ る と 旋 速 に 区 え , 
生 の 終わ り に 近づき ます 。 老 化 は 4.5 歳 
を 境 に 始ま り 、 個 々 の 差 は あっ て も , し 
だ い に 体 力 は 長 え 、 活気 ちな く な り ま 
す 。 気 な ず か しく な っ た り , 1 日 じゅ う 
寝ころん で いて , 食事 だ けが 楽し み に な 
っ た り , ぼん や り 元 気 な く 過 ご す 日 が 多 
く な り ま す 。 で も , まだ 散歩 は 大 好き な 
は ず で す 。 長 い 年 月 、 飼 い 主 と 走っ た 道 
を , む か し ほど の 元気 は な く な っ て と ば 
と ば と 歩く と し て も , 散歩 は 老 犬 の 大 き 
な 楽し みな の で す 。 よ り 深 い 愛 情 と いた 
わり の 心 で 暖か く 見 守り 、 余生 を 安らか 
に 送ら せ て や っ て くだ さい 。 画 

(動物 愛護 協会 附属 動物 病院 院長 ) 


裏表 紙 説明 


バグ 額 に し わ を 寄せ た , 困っ た よう 
な 顔 を みて も , また , まん 丸い 目 を みて 
も どこ か 清和 格 で ある 。 口 の まわ り も まっ 
黒 で 落語 の 八 っ つ あ ん が , 無精 ひげ を 
の ば し て いる よう で も ある 。 

原産 は 中 国 と いわ れ て お り , 17 世 紀 に 
東 イ ント 会 社 な どの 貿易 船 で 、 ヨー ロッ 
バ へ 連れ て いか れ た と いわ れる 。 突然 、 
聞き な れ な いこ と ば を 耳 に し , 生活 慣習 
の 変化 に 驚い て 、 こん な 顔 の 表情 に な っ 
た の か どう か は わか ら な い 。 

中 国 で の バグ の 記録 を あま り 目 に し な 
い の は ,、 ベ ペキニーズ の よう に は 宮 延 で か 
わい が られ な か っ た か ら か も し れ な い 、。 

バグ と いう 名 まえ は , 頭 の 形 が 状 に 似 
て いる の で , ラテ ン 語 の 攻 か らき た も の 
で あり , ドイ ツ で は 《 し か め っ つ ら 》 と 
いう 意味 で 、 モ ッ プ ス と いう 名 まえ を や 
ら っ て いる 。 副 Ph. Buzzimi 


bp お こと わり 本 号 『 も う ひ と つの 世界 』 は 休載 し ます 。 


マス ティ フー みみ マス ティ フ あ る い は 断 耳 し て いな い 古 い タ イプ の ボク サー。30 一 14 グレ ー ハ ウン ド の 母 と 子 一 ホイ ベ 
ッ ト の 母 と 子 。30 一 16 フォ ックス ハウ ンド の 子 一 コリー の 子 。30 一 17 (上 ) ダッ クス フン トー バセット 。30 一 18 (上 中 ) ホイ ベッ トー グレ ー ハ ウン トド 。 








ギャ ラリ ー 


犬追物 図 圧 風 (部 分 ) 


いぬ め 


た 追 物 と いう の は 、 武 上 上 が け 技 を 習 練 す 
る た め に , 馬上 か ら 走 る 犬 に 矢 を 射 か ける 
も の で 、 流 氏 二 や 笠懸 と と も に , 錬 食 時 代 
か ら 盛 ん で あっ た 。 室 町 時 代 の 応仁 の 起 で 
- 時 中 絶 し た が , 乱 後 復活 し 多勢 の 見 物 に 
見 せる 競技 と な っ て , 細川 氏 や 朝倉 氏 な ど 
の 大 名 が 、 克 大 な 興行 を 行なっ た こと が 記 
録 に ある 。 や りか た は 、 垣 で 囲っ た 馬場 に 、 
21 民 の 長 さ の 縄 で 円 形 を 作り 、 そ の 中 心 に 
る 小さ な 縄 の 円 を 作っ て , 大 を 1 此 ず つ 入 
れる 。 大 が 大 き な 円 を 越え る 晩 間 に , 並ん だ 
騎乗 の 射手 が 矢 を 放つ 。 失 敗 し た と き は ., 交 
げ る 大 を 追っ て 射 つ 。 矢 は , 犬 が 傷つか ぬ よ 
うに , 丸 い 木製 の 矢 じ り を つけ て ある 。 

この 犬追物 を 描く 作品 は 、 室 町 林 か ら 桃 
山 ・ 江 戸 に か け て か な り 多 く あ っ た と 考え 
られ , 風俗 画 の 一 分 野 と な っ て いる 。 現在 
外 風 に 描か れ た も の は 10 点 ほど 残り 、 い 
ずれ や も は ほとん ど 同 じ 形 式 で ある 

身 の こ な し の 素早 い 大 を 射る の は むず か 
し い 技 術 で 、 け 投 の 習 練 に は 大 い に 役 立っ 
た で あろ う が , 傷つか ぬ よ うに 引 目 の 矢 を 
用 いる と は いえ 、 犬 に は か わい そう な 競技 
| で あっ た 。 し か し ,、 ドッ グレ ー ス を 考え 出 
江戸 時 代 し た り 、 度 を 越し た ベッ ト 扱 い を する 現代 


分 』 紙 本 人 も る, 犬 に と っ て は , この 時 代 の 武士 た ち 
人 環 隊 、 金地 着色 


商 AN ea | で 人 pe に ーー 
人 Ks こま と 五 十 歩 百 歩 で は な か ろう か 。 画 
リャ 7 穫 ン し 172 x380 セ ンチ 


族 風 1 双 (水尾 比 員 志 ) 





らい 





第 1 号 一 第 64 号 (概説 ・ 貴 乳 類 ) の お も な 内 容 @ 数 字 は 号 数 白き 数 字 は 既刊 


概説 I 生態 学 , 自然 保 護 @@ 食 肉 目 ジェ ネッ ト , カワ ウソ ⑥⑮ 偶 踏 目 ヤギ 

@ 概 説 I 動物 分 類 学 . 生物 学 的 環境 ⑳ 食 肉 目 スカ ンク , アナ グマ @⑯ 偶 踏 目 ヤギ (飼育 種 ) 

幸長 月 ゴリ ラ ゆ 食 肉 目 テン , クロ テン ⑧ 偶 踏 目 レイ ヨウ 

@⑳ 亜 長 用 チン パン ジー, オラ ン ウ ー タ ン ⑳ 食 肉 目 ミンク, イタチ @ 偶 踏 目 ブラック バ ッ ク , クロ レイ ヨウ 
@⑥ 吉 長 用 テ ナ ガ ザル , オナ ガザ ル ゆ 食 肉 目 パンダ, アライ グマ @⑬⑲ 偶 踏 目 ダイ カー 

@ 吉 長 月 カニ クイ ザル , ヒヒ ⑳ 食 肉 目 マレ ー グ マ , ホッ キョ ク グ マ ⑥ 偶 踏 目 アフ リカ スイ ギュ ウ 

@ 憧 長 用 キヌ ザル , オマ キザ ル ⑱ 食 肉 目 ヒグマ, ツキ ノワ グマ ⑤ 偶 路 目 ウシ , コブ ウシ 

⑯ 層 長 有 邊 メガ ネ ザ ル , キツ ネ ザ ル , アイ アイ 0 食肉 目 ( 家 犬 ) イヌ 概説 、 音 邊 犬 , 警察 大 ⑤ 偶 踏 目 クー ドウ , プロ ング ホー ン 
⑥ 食 躍 朋 ツ パ イ , モグ ラ , ハリ ネズ ミ ぷ 食 肉 目 ( 猟 大 ) グレ ー ハ ウン ド , セッ ター る 偶 踏 目 キリン , オカ ピ 

⑩ 思 手 目 , 皮 机 目 ) コウ モリ , ヒ ヨ ケ ザル 人 ゆ 食 肉 目 (番犬 ) 日 本 犬 . セン トバ ー ナ ー ド ⑤ 偶 路 目 トナ カイ 

⑱ 胡 歯 月 ヤマ アラ シ , チン チラ , ミズ ブタ 食肉 目 ( 愛 玩 犬 ) スピ ヒッツ, チワ ワウ ワ ⑥ 偶 踏 目 シカ 

ゆ 培 歯 月 トビ ネズ ミ , ヤマ ネ ⑧ 食 肉 目 ( 野 生 三 ) ディ ン ゴ , リカ オン ⑥ 偶 踏 目 ラクダ , ラマ 

⑯ 吉 歯 目 宗 ネ ズミ , 野 ネ ズミ 食肉 目 キツネ. ホッ キョ クギ ツネ ⑤ 偶 踏 目 カバ , ペッ カリ ー 

@ 表 歯 月 レミ ング , ビー バー, ハム スタ ー 食肉 目 オオカミ, コ ヨ テ ⑥ 偶 踏 目 イノ シシ , ブタ 

⑯ 表 歯 目 リス 、 ムササビ 食肉 目 アザラシ 9 貧 歯 目 , 有 鱗 目 , 管 歯 目 アリ クイ ほか 
⑯ 表 歯 目 ウサ ギ @⑧ 食 肉 目 セイウチ, オッ ト セ イ , トド 6⑥9 海 牛 目 , 鯨 且 ジュ ゴン , ナガ スク ジラ 
⑱ 食 肉 目 チー ター, ライ オン @⑬ 奇 路 目 サイ , バク ⑥ 鯨 目 イル カ , マッ コウ クジ ラ 
食肉 目 トラ @⑩ 奇 踏 目 ウマ 概説 @⑯ 有 袋 目 カン ガル ー, コア ラ 
食肉 目 ヒョウ , ジャ ガー ④ 奇 踏 用 サラ ブレ ッ ト , ポニ ー @⑥③ 有 袋 目 バン ディ クー ト , フク ロ ネ コ 
⑳ 食 肉 目 ピュ ー マ , ヤマ ネコ @⑫ 奇 踏 目 ロバ, ラバ , シマ ウマ @⑥ 単 孔 目 力 モ ノ ハ シ , ハリ モグ ラ 

⑳⑱ 食 肉 目 イエ ネコ ⑱⑬ 岩 旬 目 , 長 鼻 目 イワ ダ ヌ キ , ゾウ 以下 ⑲ 一 ⑳ 鳥類 ⑳ 一 ⑩ 両生 類 、 有 中 類 
ゆ 食 肉 目 ハイエナ, マン グー ス ⑧⑬ 偶 路 目 ヒツジ , ビッ グ ホ ー ン ⑯ 一 ⑯ 魚類  ⑯ 一 ⑱) 昆虫 類 、 甲 殻 類 
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